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1
金
天
春
二
年
「
都
総
管
鎭
國
定
爾
縣
水
取
」
の
事
例

井

黒

忍

【
要
約
】
　
灌
概
事
業
の
経
緯
や
灌
概
用
水
の
供
給
を
め
ぐ
る
水
争
の
顛
末
を
記
録
し
た
水
利
碑
は
、
関
係
者
を
顕
彰
し
事
業
を
記
念
す
る
と
い
う
碑
刻
資

料
の
持
つ
一
般
的
性
質
に
加
え
て
、
灌
概
用
水
の
利
用
に
関
す
る
水
利
規
定
を
明
文
化
す
る
役
割
を
果
た
し
た
。
金
代
初
期
に
お
け
る
径
水
を
め
ぐ
る
水

争
の
結
果
と
し
て
立
石
さ
れ
た
「
都
総
構
鎭
國
定
爾
縣
水
笠
」
は
、
現
実
に
目
前
に
存
在
す
る
モ
ノ
と
し
て
後
世
に
お
い
て
も
現
実
的
・
実
用
的
利
用
に

供
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
明
代
に
お
け
る
水
争
裁
定
時
に
は
、
当
該
碑
刻
は
関
係
者
の
と
も
に
依
拠
す
る
デ
ー
タ
と
さ
れ
、
さ
ら
に
清
々
に
水
利
関
連
規

定
集
た
る
澄
池
が
編
纂
さ
れ
た
際
に
は
、
そ
の
扇
頭
に
当
該
碑
文
が
収
め
ら
れ
る
と
と
も
に
、
碑
文
内
に
は
含
ま
れ
な
い
利
用
細
則
ま
で
も
が
金
代
天
春

年
間
に
定
め
ら
れ
た
も
の
と
し
て
記
録
さ
れ
る
。
ま
た
碑
文
中
に
見
え
る
「
上
意
」
と
呼
ば
れ
る
文
書
は
、
金
朝
華
北
統
治
の
最
高
機
関
た
る
元
帥
府
の

下
部
行
政
機
関
と
し
て
設
置
さ
れ
た
正
意
院
（
行
壷
尚
書
省
）
よ
り
発
せ
ら
れ
る
行
政
文
書
と
し
て
創
出
さ
れ
た
文
書
形
式
で
あ
り
、
こ
れ
ら
文
書
移
動

を
通
し
て
水
争
調
停
の
背
景
に
あ
る
金
盃
の
華
北
統
治
体
制
が
整
備
さ
れ
た
文
書
シ
ス
テ
ム
を
基
礎
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
史
林
八
七
巻
一
号
二
〇
〇
四
年
一
月

は
　
じ
　
め
　
に

碑
刻
史
料
の
持
つ
特
徴
の
一
つ
と
し
て
、
形
式
・
内
容
の
両
面
に
お
け
る
個
別
具
体
性
が
挙
げ
ら
れ
る
が
、
同
時
に
そ
の
目
的
・
役
割
の
多

様
性
も
見
過
ご
せ
な
い
点
で
あ
る
。
故
人
の
偉
業
を
顕
彰
す
る
た
め
の
墓
誌
・
神
道
碑
・
塔
銘
、
官
衙
・
砂
面
素
甘
等
の
創
建
重
修
を
記
念
す
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る
各
種
碑
記
、
さ
ら
に
標
準
テ
キ
ス
ト
の
保
存
を
目
的
と
す
る
石
経
な
ど
碑
刻
一
基
一
基
が
明
確
な
譲
国
を
持
ち
そ
の
役
割
を
果
た
す
べ
く
刻

石
と
い
う
形
態
が
選
択
さ
れ
、
関
係
各
所
に
立
石
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
と
り
わ
け
近
年
活
発
な
利
用
が
見
ら
れ
る
モ
ン
ゴ
ル
時
代
の
各
種
碑
刻
に
関
し
て
は
、
モ
ン
ゴ
ル
語
直
訳
体
の
言
語
学
的
検
討
に
加
え
て
、

刻
石
と
い
う
状
態
で
現
存
す
る
聖
旨
・
令
旨
な
ど
各
種
命
令
文
書
の
検
討
を
通
し
て
立
石
に
関
わ
る
政
治
的
背
景
の
解
明
が
試
み
ら
れ
る
。
中

で
も
里
芋
誤
判
に
宛
て
た
保
護
認
可
状
（
公
拠
）
は
受
給
者
た
る
個
人
・
集
団
に
よ
っ
て
自
ら
の
特
権
を
顕
示
す
る
た
め
に
劾
字
立
石
さ
れ
た
。

ま
た
政
策
の
一
貫
と
し
て
建
立
さ
れ
た
著
名
な
文
人
官
僚
の
手
に
な
る
各
種
碑
記
は
歴
代
王
朝
の
中
で
も
と
り
わ
け
巨
大
で
良
質
な
石
材
に
刻

ま
れ
、
モ
ン
ゴ
ル
政
府
の
施
策
を
記
念
す
る
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
の
役
割
を
担
っ
た
。

　
本
稿
で
取
り
上
げ
る
水
利
碑
と
は
農
業
用
水
の
供
給
及
び
水
分
供
給
に
よ
る
土
壌
の
農
耕
適
地
化
の
為
に
行
わ
れ
た
灌
概
水
路
の
開
難
や
補

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

修
、
各
河
川
の
治
水
事
業
の
経
緯
な
ど
を
記
し
た
碑
刻
を
総
称
す
る
。
各
地
に
現
存
す
る
こ
れ
ら
水
利
碑
も
事
業
に
携
わ
っ
た
個
人
・
集
団
の

顕
彰
、
事
業
の
記
念
と
い
う
役
割
を
担
う
意
味
に
お
い
て
は
、
そ
の
他
の
碑
刻
資
料
に
共
通
す
る
性
質
を
有
す
る
。

　
但
し
、
顕
彰
・
記
念
と
い
っ
た
立
石
者
側
か
ら
溶
解
を
「
見
る
側
」
へ
の
一
方
向
的
な
働
き
か
け
に
止
ま
ら
ず
、
現
実
に
目
前
に
存
在
す
る

モ
ノ
と
し
て
の
碑
刻
が
「
見
る
側
」
の
現
実
的
・
実
用
的
利
用
に
供
さ
れ
る
と
い
う
点
に
こ
そ
水
利
碑
の
特
徴
が
存
す
る
の
で
あ
る
。
し
た
が

っ
て
水
利
碑
を
研
究
対
象
と
す
る
に
際
し
て
は
、
従
来
よ
り
様
々
に
検
討
さ
れ
て
き
た
立
石
者
側
の
視
点
か
ら
虚
語
に
関
わ
る
各
種
状
況
を
考

察
す
る
こ
と
に
加
え
て
、
碑
刻
を
「
見
る
側
」
か
ら
の
視
点
に
着
目
し
、
水
利
碑
自
身
が
も
つ
モ
ノ
と
し
て
の
現
実
的
役
割
を
検
討
す
る
必
要

　
　
　
　
　
　
　
　
②

が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
現
在
の
山
西
省
洪
洞
県
広
勝
寺
鎮
広
勝
寺
水
神
廟
に
現
存
す
る
「
都
響
管
掌
國
定
爾
縣
水
争
」
は
、
塾
代
天
春
二
年
（
コ
三
九
）
の
立
石

に
か
か
り
、
霊
泉
を
利
用
し
た
灌
概
用
水
の
分
配
を
巡
る
買
置
県
・
物
証
県
の
争
い
、
所
謂
水
争
の
経
緯
と
そ
の
裁
定
結
果
を
記
し
た
も
の
で

あ
る
。
こ
れ
ま
で
肴
代
に
お
け
る
水
利
事
業
に
関
し
て
は
、
長
瀬
守
氏
に
よ
る
概
括
的
な
検
討
を
除
い
て
は
ほ
と
ん
ど
言
及
さ
れ
る
こ
と
は
な

　
　
③

か
っ
た
。
こ
う
し
た
研
究
状
況
は
常
代
史
全
般
に
対
し
て
も
言
え
る
よ
う
に
、
史
料
の
不
足
と
い
う
根
本
的
な
原
因
に
由
来
す
る
も
の
で
あ
り
、

71 （71）



特
に
地
方
の
小
河
川
に
関
わ
る
水
利
事
業
の
経
緯
は
正
史
及
び
各
種
文
集
等
に
も
ほ
と
ん
ど
記
載
さ
れ
ず
、
そ
の
具
体
的
事
例
に
関
す
る
検
討

は
手
つ
か
ず
の
状
態
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
当
該
時
期
に
お
い
て
も
華
北
悪
地
農
業
の
基
礎
と
も
言
え
る
水
利
灌
概
整
備
事
業
は
積
極
的
に

推
進
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
事
績
は
水
利
碑
の
考
察
を
通
し
て
の
み
具
体
的
な
事
実
関
係
を
検
証
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
の
で
あ
る
。
、

　
ま
た
、
灌
瀧
用
水
の
使
用
に
当
た
っ
て
は
網
倉
・
渠
規
と
呼
ば
れ
る
関
連
規
定
が
設
け
ら
れ
、
こ
れ
ら
各
種
規
定
に
則
っ
て
灌
概
用
水
の
使

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

用
が
な
さ
れ
る
と
と
も
に
、
違
反
者
に
対
し
て
は
罰
則
が
科
せ
ら
れ
た
。
森
田
明
氏
に
よ
れ
ば
、
「
本
来
水
利
組
織
は
慣
習
法
に
よ
っ
て
運
営

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

さ
れ
、
成
文
化
さ
れ
な
い
規
範
が
み
な
か
ら
受
入
れ
ら
れ
、
自
立
的
な
慣
行
と
し
て
遵
守
さ
れ
て
い
た
」
と
さ
れ
る
。
森
田
氏
が
述
べ
る
様
に

水
利
組
織
の
管
理
運
営
、
灌
概
用
水
の
分
配
等
に
関
す
る
各
種
規
定
が
慣
習
法
と
し
て
維
持
さ
れ
る
と
い
う
性
質
の
も
の
で
あ
る
と
す
れ
ば
、

立
石
時
に
お
け
る
灌
概
用
水
分
配
割
合
、
灌
概
対
照
地
域
等
を
明
示
し
た
水
利
碑
の
持
つ
意
味
が
単
な
る
記
念
碑
と
し
て
の
レ
ベ
ル
に
止
ま
る

も
の
で
は
な
い
こ
と
が
想
定
で
き
よ
う
。

　
そ
こ
で
本
稿
に
お
い
て
は
、
金
魚
史
研
究
に
お
け
る
新
た
な
史
料
と
し
て
の
水
利
碑
を
採
り
上
げ
、
さ
ら
に
は
水
利
碑
自
身
の
持
つ
性
質
・

役
割
を
検
討
す
る
こ
と
に
よ
り
、
水
利
史
研
究
に
お
け
る
碑
刻
資
料
の
持
つ
意
義
を
改
め
て
問
い
直
す
こ
と
と
し
た
い
。
ま
た
碑
文
内
容
に
よ

り
踏
み
込
ん
だ
分
析
を
行
う
こ
と
で
、
灌
概
事
業
が
実
施
さ
れ
た
政
治
的
背
景
、
す
な
わ
ち
当
該
時
期
に
お
け
る
金
華
の
華
北
統
治
の
一
面
が

明
ら
か
に
な
る
と
考
え
得
る
。

　
そ
こ
で
ま
ず
碑
刻
資
料
を
扱
う
上
で
の
不
可
欠
の
作
業
で
あ
る
正
確
な
悪
文
及
び
現
代
語
訳
を
提
示
し
、
内
容
の
分
析
及
び
基
礎
的
な
事
実

関
係
を
確
認
し
た
上
で
、
さ
ら
に
当
該
碑
刻
の
記
載
事
項
が
後
世
に
お
い
て
い
か
な
る
意
味
を
持
ち
得
た
か
を
露
渠
に
関
連
し
た
各
種
水
利
碑
、

そ
の
他
関
連
史
料
の
検
討
を
通
し
て
考
察
す
る
こ
と
と
す
る
。
な
お
、
筆
者
は
平
成
～
四
年
七
月
に
洪
洞
県
広
勝
寺
を
訪
れ
、
当
該
碑
刻
を
実

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

見
す
る
機
会
を
得
た
。
以
下
、
実
地
調
査
の
知
見
を
交
え
て
述
べ
て
い
く
。

①
水
利
碑
に
関
し
て
は
、
堰
堤
・
間
門
な
ど
心
嚢
施
設
の
創
設
・
整
備
の
経
緯
を

　
記
す
も
の
、
明
嘉
靖
～
四
年
（
一
五
三
五
）
の
「
黄
河
圓
説
」
に
代
表
さ
れ
る
河

川
流
域
図
を
刻
し
た
も
の
な
ど
、
そ
の
様
式
・
記
載
内
容
は
極
め
て
多
彩
で
あ
り
、

か
つ
具
体
的
な
デ
…
タ
が
豊
富
に
記
載
さ
れ
る
。
水
利
史
研
究
に
お
い
て
は
従
来
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よ
り
碑
刻
資
料
の
利
用
は
活
発
に
な
さ
れ
て
き
た
が
、
そ
れ
ら
は
或
い
は
時
代
的

　
な
制
限
の
も
と
文
集
・
石
刻
替
に
収
録
さ
れ
る
記
事
の
利
用
に
限
定
さ
れ
る
も
の

　
で
あ
り
、
碑
文
内
容
の
検
討
を
主
眼
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
出
し
、
近
年
の
諸

　
方
面
に
お
け
る
研
究
環
境
の
改
善
に
よ
り
、
実
物
に
近
い
形
で
碑
刻
資
料
を
扱
う

　
研
究
も
公
表
さ
れ
て
い
る
。
桂
藻
仁
・
樵
振
西
門
引
山
繭
瀧
工
程
及
其
碑
褐
」

　
（
『
農
業
考
古
隔
　
一
九
九
二
年
第
三
期
）
、
伊
原
弘
「
河
畔
の
畏
i
北
宋
末
の
黄

　
河
周
辺
を
事
例
に
」
（
『
中
国
水
利
史
研
究
』
第
二
九
号
、
二
〇
〇
～
）
。

②
文
献
史
料
を
始
め
と
す
る
各
種
史
料
を
扱
う
上
で
、
そ
の
記
載
内
容
の
検
討
に

　
止
ま
ら
ず
、
史
料
自
体
を
一
個
の
「
モ
ノ
」
と
し
て
と
ら
え
検
討
を
行
う
べ
き
と

　
す
る
見
方
は
、
既
に
杉
山
正
明
氏
に
よ
っ
て
提
唱
さ
れ
る
。
杉
山
正
明
「
史
料
と

　
は
な
に
か
」
（
『
岩
波
講
座
世
界
歴
史
瞼
第
｝
巻
、
岩
波
書
店
、
一
九
九
八
）
。

③
長
瀬
守
「
金
面
華
北
に
お
け
る
水
利
開
発
の
展
開
」
（
中
国
劇
六
田
研
究
会
編

　
『
佐
藤
博
士
退
官
記
念
中
国
水
利
史
論
叢
』
国
書
刊
行
会
、
～
九
八
四
）
。
ま
た
、

　
韓
茂
莉
乙
子
金
農
業
地
理
』
（
東
方
歴
史
学
術
文
庫
、
社
会
科
学
文
献
出
版
祉
、

　
一
九
九
九
）
に
も
当
該
時
期
の
水
利
灌
概
に
関
す
る
醤
及
が
見
ら
れ
る
。

④
　
従
来
の
ゆ
西
地
方
に
お
け
る
水
利
灌
概
に
関
す
る
研
究
は
、
主
に
清
代
及
び
民

　
国
期
の
事
例
を
扱
う
も
の
で
あ
っ
た
。
森
田
明
氏
は
清
代
田
洞
県
に
お
け
る
水
利

　
組
織
の
問
題
を
取
り
上
げ
、
好
並
隆
司
氏
は
太
原
県
晋
水
渠
を
め
ぐ
る
水
争
及
び

　
水
利
灌
瀧
の
検
討
を
行
う
。
ま
た
、
宮
嵜
洋
～
氏
は
同
じ
く
清
代
山
西
地
方
に
お

「
都
総
管
鎭
國
定
両
縣
水
碑
」
録
文
と
現
代
語
訳

　
け
る
水
利
事
業
の
展
開
を
環
境
問
題
と
の
関
わ
り
の
中
で
論
じ
る
。
な
お
中
国
水

　
利
学
会
水
利
史
研
究
会
り
ゆ
西
水
利
学
会
水
利
史
研
究
会
編
『
由
西
水
利
史
論

　
集
隔
（
山
西
入
民
出
版
社
、
一
九
九
〇
）
に
は
、
本
稿
で
取
り
上
げ
る
洪
洞
県
霜

　
泉
を
含
め
た
山
西
地
方
の
著
名
な
灌
瀧
施
設
に
関
す
る
豊
富
な
研
究
が
収
録
さ
れ

　
る
。
森
出
癖
「
廊
西
省
洪
洞
県
の
渠
研
に
つ
い
て
一
「
洪
洞
県
水
利
志
補
」
簡

　
介
1
」
（
『
中
国
水
利
史
研
究
蝕
第
八
号
、
｝
九
七
七
A
）
、
同
「
清
代
華
北
に

　
お
け
る
水
利
紐
織
と
そ
の
性
格
i
山
西
省
通
利
渠
の
場
合
一
個
（
糊
歴
史
学
研

　
究
隔
第
四
五
Q
号
、
｝
九
七
七
B
、
以
上
A
・
B
は
筆
者
が
便
宜
的
に
附
し
た
〉
、

　
同
「
清
代
華
北
の
水
利
組
織
と
渠
規
一
山
西
省
洪
新
雨
に
お
け
る
一
」
（
『
史

　
学
研
究
』
第
一
四
二
号
、
　
九
七
八
）
、
好
並
隆
岡
「
近
世
・
山
西
の
水
争
を
め

　
ぐ
っ
て
扁
（
欄
佐
藤
博
士
退
官
記
念
・
中
国
水
利
史
論
叢
輪
図
書
刊
行
会
、
一
九
八

　
四
）
、
同
「
『
晋
爬
農
時
よ
り
み
た
晋
水
四
渠
の
水
利
・
灌
概
扁
（
好
並
隆
罵
『
中

　
国
水
利
史
研
究
論
判
騙
岡
由
大
学
文
学
部
、
一
九
九
三
）
、
鳳
蝶
洋
一
門
清
代
山

　
西
省
の
水
利
行
政
と
環
境
」
（
州
中
国
水
利
史
研
究
臨
第
二
六
号
、
一
九
九
八
）
。

⑤
前
掲
註
④
森
田
皿
九
七
八
、
六
〇
頁
。

⑥
調
査
時
に
お
い
て
現
存
を
確
認
し
得
た
金
元
代
碑
刻
史
料
に
関
し
て
は
、
飯
山

　
知
保
・
舩
田
善
之
の
両
氏
と
共
に
執
筆
し
た
「
陳
西
・
山
西
訪
碑
報
告
（
附
一
陳

　
西
・
山
西
訪
当
行
現
存
確
認
金
元
碑
目
録
と
（
㎎
史
滴
』
第
二
四
号
、
二
〇
〇
二
）

　
参
照
。

山
西
省
洪
洞
県
の
東
北
一
七
㎞
に
位
置
す
る
広
勝
寺
内
の
水
神
廟
は
、
境
内
に
湧
く
霧
雲
の
神

大
郎
神
を
肥
る
霊
廟
で
あ
る
。
元
代
建

築
の
遺
構
と
し
て
、
さ
ら
に
内
部
に
現
存
す
る
「
軍
慮
図
」
・
「
戯
劇
論
」
・
「
下
棋
図
」
等
の
極
め
て
良
好
な
保
存
状
態
を
保
つ
各
種
壁
画
に
よ
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っ
て
正
殿
た
る
明
応
王
殿
の
名
は
あ
ま
り
に
有
名
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
明
応
王
殿
の
東
西
南
壁
に
立
石
・
謙
卑
さ
れ
る
多
数
の
水
利
碑
に
　
7
3



対
す
る
言
及
が
従
来
よ
り
ほ
と
ん
ど
な
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
こ
と
は
極
め
て
対
照
的
で
あ
る
。

　
こ
れ
ら
水
利
碑
に
は
窪
泉
を
水
源
と
す
る
灌
概
用
水
の
分
配
規
定
、
違
反
者
に
対
す
る
罰
則
規
定
な
ど
の
各
種
水
利
規
定
が
刻
さ
れ
、
一
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

世
紀
よ
り
一
九
世
紀
に
及
ぶ
震
渠
上
議
利
用
に
関
わ
る
具
体
的
状
況
を
通
観
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
中
で
も
本
稿
で
取
り
上
げ
る
金
華
天
春
二

年
立
石
の
「
都
撮
管
鎭
國
定
爾
冷
水
碑
」
は
、
現
存
す
る
碑
刻
中
に
お
い
て
舅
頭
を
飾
る
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
ら
一
連
の
雀
渠
関
係
水
利
碑
を

考
察
す
る
上
で
必
須
の
情
報
を
提
供
す
る
。

　
「
都
浮
管
鎭
國
定
爾
榮
市
碑
」
は
碑
高
一
五
五
㎝
、
幅
九
～
㎝
、
円
首
の
碑
形
、
方
跣
を
有
し
、
現
在
、
明
応
王
歯
糞
壁
西
側
に
置
か
れ
、

中
央
よ
り
左
右
・
下
方
向
に
は
し
る
断
裂
部
分
は
セ
メ
ン
ト
に
て
補
修
さ
れ
る
。
そ
の
録
文
は
『
山
峰
石
刻
耳
掻
』
巻
一
九
、
『
洪
早
業
水
利

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

志
補
』
、
『
黄
河
金
石
録
』
に
収
録
さ
れ
、
『
白
妙
齋
藏
金
石
文
考
略
』
巻
～
五
、
『
簑
宇
訪
碑
録
』
巻
一
〇
、
『
擦
古
血
』
巻
一
六
、
『
山
西
各
縣

名
勝
古
蹟
古
物
調
査
表
』
に
そ
の
名
が
挙
が
る
。

　
「
は
じ
め
に
」
で
も
述
べ
た
よ
う
に
、
碑
刻
史
料
を
扱
う
上
で
正
確
な
三
文
の
提
示
と
読
解
と
い
う
意
味
で
の
現
代
語
訳
は
、
同
一
最
良
の

テ
キ
ス
ト
を
共
有
す
る
と
い
う
意
味
に
お
い
て
不
可
欠
の
作
業
で
あ
る
。
特
に
当
該
碑
面
に
関
し
て
は
管
見
の
限
り
魚
影
・
拓
影
は
公
表
さ
れ

て
お
ら
ず
、
従
っ
て
本
稿
に
い
さ
さ
か
の
意
義
が
認
め
ら
れ
る
と
す
れ
ば
こ
の
点
に
こ
そ
存
在
す
る
と
考
え
得
る
。
ま
た
次
章
で
扱
う
文
書
行

政
シ
ス
テ
ム
の
分
析
に
は
、
各
官
司
の
序
列
化
を
示
す
平
出
・
空
格
な
ど
原
碑
そ
の
も
の
の
様
式
の
検
討
が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
が
、
現
時
点

に
お
い
て
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
上
掲
三
種
の
録
文
に
お
い
て
は
こ
う
し
た
措
置
は
な
さ
れ
な
い
。
よ
っ
て
煩
を
い
と
わ
ず
露
文
及
び
現
代

語
訳
を
提
示
す
る
。
な
お
、
録
文
は
調
査
時
の
メ
モ
を
基
に
作
成
し
、
『
山
右
石
刻
叢
編
』
、
『
懸
章
縣
水
利
志
補
』
、
『
黄
河
金
石
録
』
を
参
照

し
て
異
同
を
示
す
。
ま
た
、
改
行
・
平
出
・
空
格
・
小
字
の
別
に
関
し
て
も
、
調
査
時
の
デ
ー
タ
に
基
づ
い
て
明
示
す
る
。
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［
録
文
］
（
［
］
は
無
韻
の
破
損
・
摩
滅
に
よ
り
判
読
不
能
で
あ
り
、
諸
本
と
の
校
勘
、

異
同
が
見
ら
れ
る
も
の
の
現
地
調
査
に
よ
っ
て
確
認
し
得
た
箇
所
を
示
す
。
）

或
い
は
前
後
の
文
脈
よ
り
筆
者
が
推
定
し
た
箇
所
、
□
は
諸
本
に



山西洪洞県水利碑考（井黒）

【
題
額
】
　
都
総
管
鎭
國
定
爾
縣
水
碑

1
　
縮
以
利
天
下
之
物
者
、
莫
黒
鼠
水
。
得
之
則
其
利
博
、
不
得
之
則
副
耳
鮮
。
斯
可
知
　
。
伏
見
卒
陽
府
者
、
水
土
演
以
上
肥
、
民
俗
段
而
猫
倹
。
乃

2
　
古
帝
発
所
頃
者
也
。
府
東
北
九
十
餓
里
、
有
山
日
蓬
山
、
山
陽
有
泉
日
田
泉
。
添
地
以
出
、
狐
而
成
瀬
。
居
民
因
銅
臭
之
、
華
墨
爾
渠
、
一
名
南
覆
、

　
一
名
北
狸
。

3
　
南
渠
游
雑
具
・
洪
洞
縣
界
而
行
、
其
爾
縣
民
皆
聡
警
概
之
利
、
以
垣
生
也
。
自
宋
時
慶
暦
五
年
分
、
有
爾
縣
人
戸
争
霞
泉
河
灌
温
水
田
分
数
不
均
。

　
是
時
、

4
　
責
有
司
推
勘
、
擦
爾
縣
分
析
到
、
穫
泉
河
水
共
澆
瀧
～
百
三
十
村
荘
、
計
一
千
七
百
四
十
七
戸
、
計
水
田
九
百
六
十
四
頃
一
十
七
畝
八
分
、
動
水

　
［
隈
］
磨

5
　
四
十
五
輪
。
趙
城
縣
入
戸
合
得
平
七
分
、
心
誤
縣
人
戸
合
得
水
三
分
、
爾
愚
臣
此
而
定
。
其
戸
籍
水
数
若
干
、
具
在
碑
石
、
永
爲
來
験
。
追
今
積
有

　
年
　
、
不

6
　
聞
詞
訟
。
至

7
　
本
朝
天
幸
十
三
年
、
導
出
縣
申
、
櫨
使
水
人
戸
粟
糠
等
状
告
有
洪
洞
縣
人
戸
盗
掘
水
。
府
衙
数
差
官
規
書
不
定
。
至
天
會
十
五
年
十
月
内
、
再
牒
委

府
8
　
鋼
高
金
部
規
霊
、
定
於
母
潮
上
並
木
隔
子
、
重
厚
上
里
、
水
勢
導
流
。
取
到
爾
王
宮
吏
、
委
是
均
平
、
別
無
偏
曲
不
羅
文
状
。
至
天
春
元
年
四
月
八

　
日
、
准
奉

9
　
櫃
密
院
上
畔
、

10

@
元
帥
府
筍
子
、
盗
無
封
題
到
頭
陽
府
篭
城
縣
張
山
山
謹
告
、
高
訓
判
海
行
填
塞
了
南
岸
海
水
泉
眼
、
更
於
擬
製
定
径
河
三
七
分
限
口
次
東
五
歩
外

11

@
黄
泉
出
水
口
、
頓
然
務
修
石
堰
一
道
、
鷹
起
水
勢
、
高
濃
干
上
面
、
流
過
諸
軍
、
乏
平
泉
眼
、
合
流
入
南
越
河
、
増
盆
水
多
、
山
等
北
覆
河
水
見
減

　
二
分
。
乞
去

12

@
十
三
起
石
盤
。
下
本
鯉
濃
分
析
所
告
虚
的
。
盗
塁
具
前
後
争
告
使
水
不
均
、
及
差
官
定
奪
詞
因
、
異
異
　
心
密
院
。
當
年
八
月
二
十
六
日
、
准
奉
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13

@
櫃
密
院
上
畔
、
擦
者
申
丁
字
、
縁
懸
見
得
指
定
一
十
｝
村
因
甚
未
肯
准
伏
、
再
委
鷹
幕
雷
雨
縣
知
縣
拝
一
十
一
村
人
戸
、
依
准
積
年
髄
例
、
從
長
規

　
輩
。

14

@
伍
責
爾
縣
入
戸
、
各
無
出
訴
文
言
申
上
。
母
恋
粒
選
員
、
申
覆
　
櫃
密
院
。
去
後
壁
十
月
十
日
日
、
准
奉
　
上
落
、
已
下
銭
吊
都
勾
判
離
朱
伸
計

　
會
爾
縣

！5

@
知
縣
御
婆
取
一
十
一
村
人
戸
、
総
長
規
制
、
難
平
積
年
膿
例
、
量
定
三
七
分
限
口
、
分
使
水
利
。
侃
煙
責
爾
志
各
無
詞
属
文
状
連
騰
。
天
春
二
年
工

　
月
ニ

ー6

@
十
七
日
、
准
奉

17

@
行
豪
爾
書
嵩
上
畔
、
擦
新
講
申
京
留
判
官
朱
簡
叢
書
、
爲
高
水
公
事
頭
［
役
］
、
乞
富
嶽
窟
～
員
、
同
学
規
霊
。
已
下
緯
陽
軍
節
度
副
使
盲
撃
同
共
規

　
定
。
當
年

18

@
四
月
九
日
、
洪
洞
縣
人
戸
張
方
等
纒

19

@
元
帥
監
軍
行
府
状
告
、
府
判
官
高
金
部
定
水
不
均
、
及
朱
勾
山
導
定
不
［
均
］
。
乞
錦
帯
到
任
近
上
書
員
溜
男
槙
奉
直
冑
共
議
奪
。
今
下
河
東
南
路

　
兵
馬

20

@
都
詰
管
鎭
國
上
懸
軍
完
顔
謀
萬
墨
筆
帯
爾
縣
官
吏
拝
合
田
人
戸
、
親
詣
圏
（
判
讃
・
推
定
不
能
）
定
水
頭
、
子
細
検
験
、
及
参
照
積
古
膿
内
定
奪
、

　
務
要
爾
便
。
准
奉

21

@
上
郡
、
差
委
前
置
定
器
趙
城
・
韻
脚
爾
縣
人
戸
水
利
不
諸
公
事
。
平
調
詣
到
電
蓄
所
貧
婦
水
庭
、
験
観
得
、
先
前
亜
流
叢
叢
聖
水
櫃
丼
分
水
去
庭
、

　
委
是

22

@
不
子
壷
蕎
置
定
到
痕
跡
、
是
有
不
均
、
邉
行
去
叩
石
當
。
及
將
爾
縣
蓋
置
定
［
分
］
水
碑
文
内
属
得
、
該
爲
趙
城
縣
陵
門
内
水
、
南
北
闊
一
丈
六
尺

　
｝
寸
、
深

23

@
一
尺
七
寸
、
綴
織
縣
陵
門
内
、
東
西
闊
六
尺
九
寸
、
深
一
尺
六
寸
。
燧
再
呈
臨
調
［
内
］
見
行
流
水
等
量
得
、
趙
城
縣
深
～
尺
四
寸
、
比
薔
時
霧
水

　
淺
三
寸
Q
洪
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山西洪洞嬰馨オく不1」石卑考　（一＃黒）

24

@
洞
縣
深
五
寸
、
比
善
時
覆
水
淺
～
尺
一
寸
。
其
洪
洞
縣
見
着
水
重
藤
及
三
分
。
尋
［
將
］
爾
縣
見
流
水
相
銀
等
量
得
、
共
蓋
｝
尺
九
寸
。
依
古
醤
碑

　
文
内
各

25

@
得
水
分
数
比
論
、
内
壷
網
鷹
合
得
～
尺
、
洪
洞
置
合
得
九
寸
。
若
便
依
此
分
定
、
縁
［
洪
］
［
洞
］
縣
陵
門
外
、
地
勢
低
下
、
水
流
緊
急
、
減
一
寸

　
只
合
得
水
深
八
寸
。

26

@
趙
城
縣
粟
粥
與
深
｝
尺
、
又
密
画
門
外
、
地
勢
高
捲
、
水
流
富
田
、
以
此
更
添
深
一
寸
、
共
靴
磨
一
尺
一
寸
。
遽
將
爾
渠
水
堰
塞
、
令
別
渠
散
流
。

　
雨
陸
門
内

27

@
闊
挾
、
依
古
奮
尺
寸
外
、
將
爾
軍
糧
門
中
用
水
斜
量
、
定
於
洪
洞
懸
限
口
西
壁
、
向
北
照
直
、
添
立
石
頭
闊
二
尺
、
欄
水
入
南
鮮
園
内
、
以
此
立
定
。

　
趙
城
縣

28

@
水
七
分
、
洪
軍
糧
水
三
分
目
難
訓
古
碑
、
水
数
無
異
。
各
已
取
到
爾
縣
密
吏
井
使
水
人
戸
准
伏
、
別
無
偏
曲
、
執
結
文
状
、
具
解
申
覆
。

29

@
元
帥
府
井

30
@
漏
壷
尚
書
省
照
樹
心
、
却
奉
　
上
畔
。
臆
、
智
之
輿
仁
根
乎
性
用
具
。
決
踏
所
惑
日
智
也
。
購
人
不
足
日
仁
也
。
以
爾
渠
之
［
訟
］
（
『
山
右
』
言
偏

　
の
み
、
労
は
鉄
）
数
命
前
官
纒
度
措
謎
、
詞
不

31

@
能
定
。
自
公
親
詣
分
水
取
所
、
職
而
計
之
、
悉
見
諸
利
害
、
折
去
詞
訟
、
智
也
。
師
使
爾
縣
墨
田
人
戸
得
水
平
、
壷
暴
説
国
利
、
仁
也
。
愚
所
爲
仁

　
智
之
道
、
予
是

32

@
乎
鑑
　
。
曲
行
盛
土
幕
官
、
特
承
　
公
旨
、
今
披
其
事
、
再
爲
之
記
、
雷
干
其
石
、
帖
趙
城
・
洪
洞
無
二
置
碑
二
亭
、
～
亭
事
彙
本
分
水
渠
上
竪
立
、

　
｝
亭
於
本

33
@
府
公
臆
内
竪
立
、
冤
使
更
有
交
事
者
。

34
@
　
　
　
　
　
　
天
坐
甘
二
年
詣
ハ
月
　
　
　
日
　
記
密
回
貴
楊
澄
礁
川
　
耳
翼
』
府
押
脚
剛
官
添
山
木
無
総
轄
題
額

35

@
　
　
　
　
　
　
託
言
大
夫
少
府
少
三
権
雫
陽
府
到
官
楊
　
丘
行
　
撰

36

@
　
鎭
口
上
二
軍
華
陽
二
歩
兼
河
東
南
路
兵
馬
都
詰
二
二
顔
　
謀
寓
也
　
立
石
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［
現
代
語
訳
］
　
（
丸
揺
弧
は
筆
者
が
補
っ
た
箇
所
を
示
す
。
）

【
題
額
】
　
都
総
管
鎮
国
定
両
県
水
碑

1
　
思
う
に
天
下
の
物
を
益
す
る
こ
と
に
お
い
て
、
水
に
勝
る
も
の
は
な
い
。
そ
れ
を
得
れ
ば
利
益
は
多
く
、
得
ざ
れ
ば
利
益
は
少
な
い
。
こ
れ
を
知
る

　
べ
き
で
あ
る
。
伏
し
て
思
う
に
平
丁
霊
は
、
水
は
潤
沢
で
土
地
は
肥
沃
で
あ
り
、
民
の
風
俗
は
盛
ん
で
あ
り
な
が
ら
慎
ま
し
い
。
ま
さ
に

2
　
古
の
帝
王
発
が
都
を
置
い
た
地
で
あ
る
。
（
平
陽
）
府
の
東
北
九
十
余
沢
に
窪
山
が
あ
り
、
山
の
南
に
は
径
泉
が
あ
る
。
霊
泉
は
地
よ
り
湧
き
出
で

　
て
、
流
れ
て
河
と
な
る
。
当
地
の
民
は
霧
泉
を
導
き
、
二
本
の
水
路
に
分
け
、
～
方
を
南
震
、
～
方
を
質
素
と
呼
ん
だ
。

3
　
両
水
路
は
趙
城
県
・
洪
洞
県
内
を
流
れ
行
き
、
そ
の
両
県
の
民
は
皆
な
灌
概
の
利
に
依
存
し
て
、
生
計
を
立
て
た
の
で
あ
る
。
宋
の
慶
暦
五
年
に
、

　
両
県
の
人
戸
は
窪
泉
の
河
水
を
用
い
て
灌
概
を
行
う
耕
地
の
割
合
が
不
均
等
で
あ
る
と
し
て
争
い
を
起
こ
し
た
。
こ
の
時
、

4
　
有
司
に
事
実
関
係
を
調
査
さ
せ
た
と
こ
ろ
、
両
県
が
明
ら
か
に
し
た
こ
と
に
は
、
霧
隠
の
河
水
は
総
計
一
三
〇
の
村
荘
の
一
七
四
七
戸
、
耕
地
九
六

’
四
頃
一
七
畝
八
分
に
灌
概
用
水
を
供
給
し
、
水
車

5
　
四
五
輪
を
稼
働
さ
せ
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。
書
窓
県
の
人
戸
に
掛
襟
用
水
の
総
量
の
内
七
分
を
、
洪
洞
県
の
人
戸
に
三
分
を
供
給
す
る
こ
と
と
裁
定

　
を
下
し
、
こ
れ
に
よ
っ
て
両
県
の
訴
訟
は
落
着
し
た
。
灌
概
対
象
戸
籍
・
用
水
供
給
量
は
石
碑
に
刻
さ
れ
、
永
く
拠
り
所
と
な
っ
た
。
こ
れ
に
よ
り
今

　
に
及
ぶ
ま
で
長
年
の
間
、

6
．
径
泉
の
利
用
を
め
ぐ
る
訴
訟
が
起
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

7
　
本
朝
の
天
會
一
三
年
に
、
（
平
陽
府
が
受
け
た
）
都
城
県
か
ら
の
上
申
に
『
受
理
致
し
ま
し
た
灌
概
用
水
利
用
戸
の
骨
無
等
の
訴
え
に
「
洪
洞
県
の

　
人
戸
が
灌
概
用
水
を
盗
用
し
て
い
る
。
扁
と
の
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
』
と
。
（
平
陽
）
府
下
よ
り
数
度
に
亘
り
官
を
遣
わ
し
て
処
置
さ
せ
た
が
両
県
の
争

　
い
を
決
着
さ
せ
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
天
會
一
五
年
一
〇
月
の
問
に
、
再
び
（
平
陽
府
よ
り
）
牒
文
を
送
っ
て

8
　
常
陽
府
判
官
の
高
金
部
に
処
．
置
を
委
ね
た
と
こ
ろ
、
高
は
幹
線
水
路
中
に
木
隔
子
（
分
水
の
為
の
堰
堤
）
を
設
置
し
、
あ
ら
た
め
て
上
流
よ
り
分
水
す

　
る
こ
と
で
、
水
の
流
れ
は
一
定
と
な
っ
た
。
受
け
取
っ
た
両
県
の
官
吏
（
の
報
告
）
に
は
こ
の
措
置
を
ま
こ
と
に
公
平
な
も
の
と
認
め
、
さ
ら
に
偏
向

　
を
訴
え
る
文
書
が
提
繊
さ
れ
る
こ
と
は
無
か
っ
た
。
天
春
元
年
四
月
八
日
に
、
（
平
陽
画
が
）
拝
受
し
た
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9
　
櫃
密
院
の
上
畔
に
、

10

@
〔
（
忠
興
院
が
受
理
し
た
）
元
帥
府
の
母
子
に
『
封
を
致
し
書
き
付
け
を
記
し
た
文
書
に
て
届
け
ら
れ
た
企
業
府
趙
城
県
の
黒
山
等
の
訴
え
に
「
高

聖
堂
が
新
た
に
南
岸
の
湧
水
口
を
填
塞
し
て
し
ま
い
、
さ
ら
に
従
来
よ
り
定
め
ら
れ
た
寒
河
を
三
七
分
に
分
け
る
分
水
ロ
よ
り
そ
の
東
五
歩
外
の

！1

@
湧
水
口
に
及
ぶ
ま
で
、
に
わ
か
に
石
造
の
堰
一
道
を
創
建
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
水
の
勢
い
は
増
し
、
高
く
石
堰
の
上
面
に
ま
で
水
が
漂
り
、
諸
処

　
に
流
出
し
て
、
あ
ふ
れ
出
た
水
は
、
合
流
し
て
南
雀
河
に
入
る
こ
と
と
な
り
、
南
霊
渠
に
流
入
す
る
水
は
増
釜
し
、
（
張
）
山
等
の
北
覆
河
に
流
入
す

　
る
水
は
現
に
そ
の
十
分
の
二
が
減
少
し
て
お
り
ま
す
。

12

@
高
金
部
に
よ
っ
て
創
設
さ
れ
た
石
心
を
除
去
せ
ら
れ
ん
こ
と
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
」
と
。
（
櫃
密
院
は
）
甲
府
（
上
陽
府
）
に
命
じ
て
張
山
ら

　
の
訴
え
が
事
実
か
ど
う
か
明
ら
か
に
さ
せ
よ
。
隠
と
。
〕
府
衙
は
前
後
し
て
争
い
訴
え
嵐
た
灌
概
用
水
の
不
均
等
、
及
び
官
を
遣
わ
し
裁
決
さ
せ
た
訴
訟

　
内
容
を
添
え
て
、
福
密
院
に
上
申
し
た
。
当
年
八
月
二
六
日
、
（
平
陽
府
が
）
拝
受
し
た

！3

@
櫃
密
院
の
上
砂
に
「
受
け
取
っ
た
上
申
の
理
由
に
よ
れ
ば
、
現
に
一
一
村
の
人
戸
が
何
故
に
い
ま
も
っ
て
納
得
し
な
い
か
を
確
定
す
る
こ
と
が
で
き

　
な
い
様
で
あ
る
の
で
、
再
び
平
銀
府
宮
に
委
ね
て
両
県
の
知
県
舛
び
に
＝
村
の
人
戸
と
共
同
で
、
長
年
の
き
ま
り
に
則
っ
て
、
適
宜
処
置
さ
せ
よ
。

14

@
な
お
両
県
の
人
戸
に
、
訴
訟
の
文
書
を
送
ら
せ
な
い
よ
う
に
せ
よ
。
扁
と
。
本
府
は
欠
員
の
為
に
、
再
び
櫃
密
院
に
上
申
し
た
。
の
ち
一
〇
月
＝

　
目
に
、
（
平
陽
府
が
）
拝
受
し
た
（
行
盗
尚
書
省
の
）
上
畔
に
「
す
で
に
引
袴
都
下
判
官
朱
墨
に
命
じ
て
両
県
の

15

@
知
県
及
び
呼
び
集
め
た
一
一
村
の
人
戸
に
は
か
っ
て
、
適
宜
処
置
さ
せ
た
の
で
あ
り
、
長
年
の
き
ま
り
に
準
拠
し
て
、
三
七
分
を
分
け
る
分
水
口
を

　
定
め
、
灌
概
水
利
を
分
割
利
用
さ
せ
よ
。
な
お
両
県
に
こ
れ
以
上
訴
訟
の
文
書
を
上
申
さ
せ
る
な
。
」
と
。
天
春
二
年
二
月
ニ

ー6

@
七
日
に
、
（
平
陽
府
が
）
拝
受
し
た

17

@
行
場
尚
書
省
の
上
髭
に
『
受
理
し
た
新
授
中
京
留
判
事
朱
伸
の
報
告
に
「
水
争
裁
定
の
任
務
を
行
う
為
に
、
更
に
官
一
員
を
派
遣
し
て
、
私
と
共
に

　
処
置
さ
せ
て
下
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。
」
と
。
す
で
に
緯
陽
軍
節
度
副
使
の
里
下
に
命
じ
て
朱
伸
と
共
に
処
理
さ
せ
た
。
』
と
。
当
年

！8

@
四
月
九
日
、
洪
洞
県
の
人
戸
張
方
等
の

！9

@
元
帥
監
軍
行
触
を
経
由
し
た
訴
え
に
『
「
（
平
出
）
府
判
官
高
金
部
の
分
水
の
措
置
は
不
公
平
で
あ
り
、
ま
た
朱
勾
判
の
分
水
措
置
も
公
平
で
は
あ
り
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ま
せ
ん
。
新
た
に
着
任
し
た
皇
帝
の
お
そ
ば
近
く
に
仕
え
る
官
員
を
派
遣
し
て
楊
槙
奉
直
（
大
夫
）
と
共
に
裁
決
さ
せ
て
下
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
致

　
し
ま
す
。
」
と
。
今
河
東
南
路
兵
馬

20

@
都
総
管
鎮
国
上
将
軍
完
顔
謀
寓
也
に
命
じ
て
、
両
県
の
官
吏
井
び
に
関
連
の
人
戸
を
引
き
連
れ
て
、
自
身
で
水
争
の
原
因
と
な
っ
た
分
水
地
点
に
出

向
い
て
、
子
細
に
取
り
調
べ
、
さ
ら
に
長
年
の
き
ま
り
を
参
照
し
て
裁
決
さ
せ
、
ぜ
ひ
双
方
と
も
に
都
合
の
良
い
よ
う
に
せ
ん
こ
と
を
願
い
ま
す
。
撫

　
と
。
拝
受
し
た

21

@
（
行
盗
尚
書
省
の
）
上
澄
に
、
又
完
顔
謀
萬
也
を
）
派
遣
し
て
趙
城
・
洪
洞
両
県
の
人
戸
が
争
う
水
利
不
均
等
の
案
件
を
裁
決
さ
せ
よ
。
」
と
。
ま

　
も
な
く
完
顔
謀
寓
也
が
自
ら
両
県
の
争
う
分
水
地
点
に
至
っ
て
取
り
調
べ
た
と
こ
ろ
、
以
前
高
府
判
は
石
堰
と
分
水
施
設
（
木
隔
子
）
を
創
設
し
た
が
、

　
こ
れ
は
ま
こ
と
に

22

@
旧
来
よ
り
定
め
ら
れ
た
あ
と
に
依
る
も
の
で
は
な
く
、
不
公
平
で
あ
る
の
で
、
遂
に
撤
去
さ
せ
終
え
た
。
ま
た
両
県
が
以
前
設
置
し
た
分
水
の
碑
文

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヒ
ロ

　
を
参
照
し
た
と
こ
ろ
、
そ
こ
に
記
さ
れ
る
事
序
県
の
引
水
路
ロ
内
の
水
は
、
南
北
の
闊
さ
一
嵩
六
尺
～
寸
、
深
さ

23

@
一
尺
七
寸
で
あ
り
、
洪
論
調
の
引
水
路
口
内
の
水
は
、
東
西
の
闊
さ
六
尺
九
寸
、
深
さ
一
尺
六
寸
で
あ
る
。
遂
に
再
度
引
水
路
口
内
の
現
在
の
流
水

　
量
を
測
っ
て
比
較
し
た
と
こ
ろ
、
趙
城
県
の
引
水
路
口
内
の
現
在
の
水
深
は
～
尺
四
寸
、
旧
時
の
豊
水
と
較
べ
て
三
寸
浅
く
な
っ
て
お
り
、

24

@
洪
棋
界
の
引
水
路
口
内
の
水
深
は
五
寸
で
、
旧
時
の
霊
水
と
較
べ
て
一
尺
～
寸
浅
く
な
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
洪
洞
県
の
現
在
の
供
給
量
は
三
分
に

　
及
ば
な
い
の
で
あ
る
。
つ
い
で
両
県
の
現
在
の
流
水
景
を
総
計
す
れ
ば
、
合
計
し
て
水
深
は
一
尺
九
寸
で
あ
り
、
む
か
し
の
碑
文
内
に
記
さ
れ
る

25

@
分
配
割
合
を
も
と
に
較
べ
合
わ
せ
れ
ば
、
こ
の
内
茨
城
県
は
～
尺
を
得
る
べ
き
で
あ
り
、
洪
洞
県
は
九
寸
を
得
る
べ
き
で
あ
る
。
但
し
こ
の
割
合
に

　
よ
っ
て
公
水
し
た
な
ら
ば
、
現
在
洪
洞
県
の
引
水
路
口
の
外
は
、
地
勢
が
低
下
し
て
お
り
、
水
流
は
急
速
で
あ
る
た
め
、
　
寸
を
減
ら
し
て
水
深
八
寸

　
を
供
給
す
る
べ
き
で
あ
る
。

26
@
趙
城
県
の
水
は
ほ
ぼ
深
さ
一
尺
ほ
ど
で
あ
る
が
、
こ
れ
も
又
た
引
水
路
口
の
外
の
地
勢
が
高
所
で
あ
っ
て
、
水
流
は
緩
慢
で
あ
る
た
め
、
深
さ
～
寸

　
を
加
え
て
、
合
計
一
尺
　
寸
を
供
給
す
る
べ
き
で
あ
る
。
遂
に
南
北
両
論
を
流
れ
る
水
を
堰
き
止
め
、
別
の
水
路
を
利
用
し
流
れ
を
分
散
さ
せ
る
こ
と

　
と
し
た
。
両
引
水
路
口
内
の
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27

@
闊
狭
は
、
古
旧
の
尺
寸
に
依
る
こ
と
は
当
然
と
し
て
、
そ
の
外
両
渠
の
引
水
路
口
申
の
用
水
量
を
調
整
す
る
た
め
、
洪
洞
県
へ
の
分
水
口
の
西
壁
よ

　
り
、
北
に
向
か
っ
て
垂
直
に
、
闊
さ
二
尺
の
石
柱
を
設
置
し
て
、
水
を
遮
り
南
震
渠
内
に
流
入
さ
せ
、
こ
れ
を
も
っ
て
裁
定
と
し
た
。
趙
城
県
は

28

@
水
七
分
、
洪
洞
県
は
水
三
分
を
得
る
こ
と
と
な
り
、
古
碑
と
照
合
し
て
も
、
そ
の
分
配
割
合
に
相
違
は
無
い
。
そ
れ
ぞ
れ
已
に
両
県
の
官
吏
井
び
に

　
灌
概
用
水
利
用
戸
の
承
服
の
文
書
を
受
け
取
り
、
こ
の
他
に
偏
向
を
訴
え
る
文
書
も
無
い
の
で
、
そ
の
内
容
を
保
証
す
る
文
書
を
添
え
て
、
事
の
仔
細

　
を
記
し
て
再
び
上
申
し
た
。

29

@
元
帥
府
拝
び
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ク
グ

30

@
行
皇
尚
書
省
は
文
書
を
照
ら
し
合
わ
せ
終
え
、
（
平
陽
府
は
）
却
ち
に
（
行
毫
尚
書
省
の
）
上
畔
を
拝
受
し
た
。
あ
あ
、
智
が
仁
と
共
通
す
る
の
は

　
性
に
根
付
く
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
物
が
惑
う
と
こ
ろ
を
決
断
す
る
こ
と
を
智
と
養
う
の
で
あ
り
、
人
の
不
足
に
恵
む
こ
と
を
仁
と
言
う
の
で
あ
る
。

　
両
渠
の
訴
訟
の
解
決
に
あ
た
り
、
し
ば
し
ば
官
に
命
じ
て
規
画
し
処
置
さ
せ
た
が
、
そ
の
案
件
を
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@
裁
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
公
（
完
顔
謀
萬
也
）
が
自
ら
分
水
地
点
に
到
る
や
、
黙
っ
て
実
情
を
計
り
、
悉
く
も
ろ
も
ろ
の
利
害
を
見
て
、

　
詞
訟
を
解
決
に
導
い
た
こ
と
は
、
ま
さ
に
智
で
あ
る
。
た
だ
ち
に
両
県
の
灌
瀧
用
水
利
用
戸
に
公
平
さ
を
も
た
ら
し
、
～
挙
に
皆
な
が
利
を
得
る
こ
と

　
と
な
っ
た
こ
と
は
、
ま
さ
に
仁
で
あ
る
。
私
め
が
思
う
に
仁
智
の
道
は
、
こ
こ
に

32

@
盤
き
る
で
あ
ろ
う
。
丘
行
は
幕
官
の
末
席
を
汚
し
て
お
り
、
特
に
公
文
書
を
承
け
て
、
今
そ
の
事
績
を
採
取
し
、
か
さ
ね
て
記
文
を
な
し
て
、
石
に

　
刻
み
、
趙
城
・
洪
洞
両
県
に
帖
文
を
送
っ
て
碑
二
亭
を
置
か
せ
、
＝
帯
は
両
県
の
分
水
至
上
に
建
立
さ
せ
、
一
亭
は
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@
本
府
の
公
庁
内
に
建
立
さ
せ
（
碑
刻
を
安
置
し
て
）
、
今
後
再
び
謳
い
や
争
い
が
起
こ
ら
ぬ
よ
う
に
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
。

（
以
下
省
略
）

①
石
刻
書
、
地
方
豊
門
に
移
録
さ
れ
る
霊
泉
関
連
の
水
利
碑
は
以
下
の
九
基
。

　
「
忍
車
管
鎭
國
定
両
軍
水
碑
」
（
金
語
群
二
年
）
・
「
神
泉
記
」
（
元
至
元
九
年
）
・

　
「
重
修
明
鷹
王
廟
難
曲
（
至
元
二
〇
年
）
・
「
重
修
明
感
覚
殿
之
碑
」
（
延
祐
六
年
）
・

　
「
当
院
定
北
覆
渠
水
利
碑
」
（
明
隆
慶
二
年
）
・
「
水
神
廟
祭
典
文
碑
」
（
萬
暦
四
八

　
年
）
・
「
建
霜
渠
分
水
鐵
柵
碑
〕
（
清
雍
正
四
年
）
・
「
山
西
洪
洞
．
窪
麓
山
泉
碑
し
（
雍

正
四
年
）
・
「
副
業
渠
悪
水
告
竣
序
碑
」
（
乾
隆
＝
｝
年
）
。
本
稿
に
お
い
て
は
「
都

総
管
鎭
國
定
爾
捻
出
碑
」
の
検
討
を
申
心
臓
題
と
し
、
そ
の
他
若
干
の
碑
刻
を
用

い
る
に
止
ま
っ
た
が
、
今
後
こ
れ
ら
｝
連
の
碑
刻
史
料
を
徹
底
検
証
し
、
金
～
清

代
の
霜
泉
利
用
に
関
す
る
状
況
を
総
合
的
に
考
察
し
て
い
く
こ
と
と
す
る
。
な
お
、

筆
者
が
目
潤
し
た
限
り
で
は
こ
れ
ら
九
二
以
外
に
も
数
多
く
の
碑
刻
の
現
存
が
確
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認
で
き
た
。
早
期
の
調
査
・
報
告
が
望
ま
れ
る
。
［
追
記
］
参
照
。

②
孫
学
生
等
纂
修
『
目
無
縣
水
利
志
補
』
（
中
国
方
志
叢
書
、
華
北
地
方
、
第
八

　
○
号
、
民
国
六
年
鉛
印
本
影
印
、
成
文
出
版
社
、
一
九
六
八
）
八
九
～
九
三
頁
、

　
智
慧
元
編
『
黄
河
金
石
録
』
（
黄
．
河
水
利
出
版
社
、
　
一
九
九
九
）
二
二
～
二
四
頁
。

③
李
光
暎
撰
『
観
妙
齋
藏
金
石
文
考
略
撫
巻
一
五
「
定
両
県
水
碑
、
天
春
二
年
、

楊
丘
行
纂
、
喬
木
書
挿
題
額
」
、
孫
星
術
・
二
黒
撰
『
墾
田
訪
三
三
臨
巻
一
〇

　
マ
マ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ

「
定
雨
露
水
墨
、
楊
邦
行
撰
、
喬
木
書
、
ロ
ロ
ロ
ロ
、
天
春
二
年
」
、
呉
式
芥
撰

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ

『
撫
古
録
熱
巻
一
六
「
定
両
県
水
碑
、
二
曲
行
立
、
喬
木
書
井
題
額
、
ロ
ロ
ロ
ロ
、

天
春
二
年
」
と
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
碑
刻
の
所
在
地
に
関
す
る
記
載
は
見
え
な
い
。
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二
　
「
都
総
管
鎭
國
定
繭
縣
水
碑
」
の
検
討

（［

j
　
金
代
以
前
の
状
況

　
震
泉
を
利
用
し
た
水
利
灌
概
は
、
南
獲
・
北
窪
の
二
渠
の
開
繋
に
始
ま
り
、
両
翼
渠
が
経
過
す
る
趙
城
・
洪
洞
両
県
に
お
い
て
灌
概
用
水
を

供
給
し
た
。
『
洪
武
平
陽
志
』
巻
～
・
津
梁
・
洪
洞
県
連
泉
条
に
よ
れ
ば
、
唐
貞
元
年
間
に
南
窪
・
北
雀
の
無
偏
が
な
さ
れ
、
趙
城
県
・
洪
洞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

県
の
農
耕
地
八
九
一
頃
に
灌
瀧
用
水
が
供
給
さ
れ
た
と
す
る
。
ま
た
、
『
萬
暦
詩
劇
縣
志
』
巻
二
・
水
利
志
・
南
霊
渠
条
に
は
、
貞
元
年
間
に

取
留
さ
れ
た
南
窪
渠
は
洪
洞
県
下
の
曹
生
・
馬
頭
・
塗
裏
・
上
庄
・
下
庄
・
坊
槌
・
石
橋
頭
・
南
秦
・
南
平
・
周
壁
・
封
村
・
群
書
の
＝
一
村

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

社
、
計
一
三
九
頃
の
地
に
灌
概
用
水
を
供
給
し
た
と
す
る
。

　
上
記
二
史
料
申
に
お
い
て
は
、
南
北
両
渠
の
開
盤
開
始
時
期
を
貞
元
年
間
と
す
る
が
、
こ
れ
に
対
し
て
雍
正
四
年
（
一
七
二
六
）
平
華
府
知

略
劉
登
庸
の
撰
に
な
る
「
建
霧
渠
分
水
鐵
柵
碑
」
に
お
い
て
は
、
唐
貞
観
年
間
よ
り
震
渠
の
利
用
が
始
り
、
泉
源
の
下
流
百
歩
の
地
点
に
お
い

て
南
北
両
論
に
分
か
た
れ
た
と
す
る
。
さ
ら
に
泉
源
よ
り
真
っ
直
ぐ
に
西
流
す
る
北
霧
渠
渠
口
の
幅
は
一
言
六
尺
一
寸
、
灌
瀧
用
水
の
七
分
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

二
四
の
村
荘
に
供
給
し
、
ま
た
湾
曲
し
て
南
流
す
る
南
霊
渠
は
渠
口
の
幅
六
尺
九
寸
、
灌
概
用
水
の
三
分
を
一
三
の
村
荘
に
供
給
し
た
と
す
る
。

史
料
間
の
異
同
は
有
る
も
の
の
趙
城
県
に
七
分
、
洪
洞
県
に
三
分
と
い
う
割
合
で
の
灌
概
用
水
の
割
当
が
唐
代
よ
り
始
ま
る
も
の
で
あ
る
と
認

識
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。



　
「
都
総
管
鎭
國
定
爾
墨
水
碑
」
に
は
、
続
い
て
北
宋
慶
暦
五
年
（
一
〇
四
五
）
に
起
こ
っ
た
灌
概
用
水
の
分
配
を
巡
る
趙
城
・
洪
洞
両
県
の

水
争
の
経
緯
が
記
さ
れ
る
。
両
県
に
よ
る
現
地
調
査
の
結
果
、
震
渠
を
利
用
す
る
地
域
と
し
て
一
三
〇
の
村
荘
、
計
一
七
四
七
戸
、
及
び
そ
の

土
地
九
六
四
頃
｛
七
畝
八
分
の
数
値
が
挙
げ
ら
れ
、
流
域
中
に
お
い
て
四
五
基
の
水
車
が
稼
働
す
る
と
報
告
さ
れ
る
。
こ
の
調
査
報
告
に
基
づ

き
旧
来
の
基
準
に
則
っ
て
趙
城
県
に
七
分
、
洪
洞
県
に
三
分
の
灌
概
用
水
を
供
給
す
る
と
の
分
配
割
合
が
再
確
認
さ
れ
、
そ
の
数
値
は
石
碑
に

刻
さ
れ
て
以
降
の
水
争
の
際
に
お
け
る
根
拠
と
さ
れ
た
。

　
慶
暦
五
年
の
水
争
に
関
し
て
は
、
噸
順
治
趙
城
縣
志
』
巻
一
∵
水
利
志
・
雀
泉
門
に
水
争
の
当
事
者
と
し
て
趙
城
県
の
郭
達
古
と
洪
洞
県
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

燕
三
の
名
が
挙
げ
ら
れ
、
裁
定
を
受
け
て
水
例
と
呼
ば
れ
る
灌
概
用
水
利
用
規
程
が
定
め
ら
れ
碑
銘
～
座
中
に
刻
さ
れ
た
と
さ
れ
る
。
「
爾
縣

元
土
定
分
水
碑
文
」
（
工
二
行
目
）
と
記
載
さ
れ
る
無
糖
五
年
時
の
数
値
は
、
後
に
最
終
的
な
裁
定
が
下
さ
れ
る
際
に
も
依
拠
す
べ
き
デ
ー
タ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

し
て
参
照
さ
れ
る
。
但
し
、
馬
騎
碑
に
関
し
て
は
各
種
石
刻
書
・
地
方
志
に
お
い
て
も
内
容
に
は
言
及
さ
れ
ず
、
ま
た
後
述
す
る
明
代
隆
慶
二

年
時
の
水
争
の
際
に
は
既
に
存
在
し
て
い
な
い
こ
と
も
明
ら
か
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
天
春
二
年
以
降
早
い
段
階
で
喪
失
し
た
可
能
性
が
高
い
。

（
二
）
　
文
警
の
移
動
よ
り
見
た
水
争
調
停
の
経
緯

山西洪洞県水利碑考（井黒）

　
天
會
末
年
に
起
こ
っ
た
今
圓
の
水
争
は
五
年
の
月
日
を
費
や
し
て
調
停
の
日
を
迎
え
る
こ
と
と
な
る
。
そ
の
間
に
は
当
事
者
た
る
使
水
戸
及

び
現
地
の
平
織
府
・
趙
城
県
・
即
製
県
に
加
え
て
、
元
帥
府
・
椹
密
院
（
後
に
腸
壁
尚
書
省
に
改
称
）
・
元
帥
行
府
の
間
で
頻
繁
に
文
書
の
や
り

取
り
が
な
さ
れ
る
。
以
下
、
碑
刻
内
容
に
沿
っ
て
そ
の
経
緯
を
追
い
、
今
圓
の
水
争
が
ど
の
よ
う
に
解
決
さ
れ
た
か
を
見
て
い
く
こ
と
と
す
る
。

さ
ら
に
そ
の
過
程
に
お
い
て
碑
刻
中
に
見
ら
れ
る
各
官
司
問
の
文
書
移
動
を
詳
細
に
跡
づ
け
分
析
を
行
う
こ
と
は
、
史
料
の
欠
如
に
起
因
す
る

金
品
文
書
行
政
シ
ス
テ
ム
の
未
解
明
と
い
う
状
況
を
脱
却
す
る
た
め
の
㏄
つ
の
試
み
と
し
て
の
意
義
を
有
し
、
ひ
い
て
は
水
争
裁
定
の
背
景
と

も
言
え
る
金
初
の
華
北
統
治
の
～
面
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
る
こ
と
と
な
ろ
う
。

　
天
堂
一
三
年
（
＝
三
五
）
、
軽
羅
県
の
使
水
黒
質
潮
ら
に
よ
っ
て
洪
洞
々
の
使
水
戸
に
よ
る
盗
水
が
輝
輝
県
に
訴
え
ら
れ
、
趙
城
県
よ
り
被
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⑥

管
の
平
氏
府
に
申
文
が
送
ら
れ
る
。
趙
城
県
の
上
申
を
受
け
て
平
陽
府
は
官
を
派
遣
し
て
調
査
・
処
理
に
当
た
ら
せ
る
が
決
着
を
み
る
こ
と
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦
　
　
　
⑧

な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
二
年
後
の
天
會
一
五
年
（
＝
三
七
）
に
至
っ
て
再
び
平
穏
府
よ
り
府
判
官
高
金
部
に
牒
文
が
送
ら
れ
再
度
裁
定
が

図
ら
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

　
石
文
を
受
け
た
高
金
部
に
よ
っ
て
木
隔
子
が
設
置
さ
れ
改
め
て
分
水
の
措
置
が
と
ら
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
電
畜
県
と
高
書
県
の
水
争
は
一
端

決
着
を
見
た
か
に
見
え
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
再
び
牙
城
県
の
使
水
戸
張
山
ら
に
よ
り
高
金
部
の
灌
概
用
水
分
配
措
置
に
対
し
て
反
論
が
な
さ

れ
る
。
張
山
ら
の
反
論
内
容
は
所
轄
の
趙
城
県
よ
り
斜
陽
府
に
上
申
が
な
さ
れ
、
こ
れ
を
受
け
て
平
廻
送
か
ら
橿
密
院
に
上
申
が
行
わ
れ
た
と

考
え
ら
れ
る
。

　
平
陽
府
か
ら
の
上
申
の
回
答
と
し
て
天
春
元
年
（
＝
三
八
）
四
月
八
日
に
櫃
密
院
の
上
畔
（
後
段
に
て
検
討
）
が
下
る
。
こ
の
情
思
院
の
圓

答
は
元
帥
府
の
貰
子
を
受
け
て
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
平
信
府
に
再
び
実
情
を
調
査
さ
せ
張
山
ら
の
訴
え
が
正
当
な
も
の
で
あ
る
か
を
再
調

査
さ
せ
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
こ
こ
で
注
意
す
べ
き
は
櫃
密
院
の
上
畔
に
元
帥
府
の
衛
子
が
引
用
さ
れ
る
点
で
あ
る
。

　
下
行
文
書
と
し
て
の
皇
子
は
北
宋
期
に
お
い
て
宣
勅
が
下
さ
れ
る
以
外
の
際
に
、
申
書
門
下
（
元
豊
改
正
以
降
は
三
省
）
、
櫃
密
院
よ
り
絶
せ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

ら
れ
た
文
書
形
式
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
「
都
三
管
鎭
國
定
雨
縣
水
墨
」
及
び
『
三
朝
北
盟
客
勤
』
、
咽
大
金
弔
意
録
』
等
に
見
え
る
金
初

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

の
用
例
に
お
い
て
は
、
い
ず
れ
も
発
給
先
は
元
帥
府
に
限
定
さ
れ
る
。
こ
の
発
給
先
の
違
い
は
い
か
な
る
状
況
の
変
化
を
意
味
す
る
も
の
で
あ

ろ
う
か
。
当
該
箇
所
に
お
け
る
文
書
の
移
動
を
理
解
す
る
た
め
に
は
、
当
時
の
元
帥
府
と
櫃
密
院
の
両
者
の
関
係
を
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
金
初
に
お
け
る
元
帥
府
と
櫃
密
院
の
変
遷
に
関
し
て
は
、
既
に
三
上
次
男
、
外
山
軍
治
、
王
曽
鍮
ら
の
諸
氏
に
よ
り
詳
細
な
検
討
が
な
さ
れ

⑫る
。
そ
こ
で
、
三
氏
の
研
究
を
参
照
し
て
太
祖
朝
よ
り
煕
宗
論
に
至
る
間
の
櫃
密
院
と
元
帥
府
を
め
ぐ
る
状
況
を
概
述
し
、
両
者
の
関
係
を
再

検
討
し
て
み
よ
う
。

　
天
意
六
年
（
＝
二
二
）
、
完
客
意
が
櫃
密
副
食
尽
旨
に
任
じ
ら
れ
、
翌
七
年
（
こ
面
前
）
に
中
書
省
と
と
も
に
二
戸
府
に
設
置
さ
れ
た
櫃

密
院
は
天
會
四
年
（
＝
二
六
）
に
至
っ
て
西
京
及
び
燕
京
の
二
箇
所
に
分
置
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
西
京
・
燕
京
両
所
の
櫃
密
院
は
そ
れ
ぞ
れ
北
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宋
攻
撃
に
際
し
て
右
翼
軍
と
し
て
幽
西
攻
略
の
任
を
負
っ
た
左
副
元
帥
粘
没
書
（
宗
翰
）
、
左
翼
軍
と
し
て
河
北
攻
略
を
行
っ
た
右
副
元
帥
斡

直
道
（
宗
望
）
を
首
班
と
す
る
元
帥
府
に
属
す
る
行
政
機
関
と
し
て
の
役
割
を
担
い
、
新
た
に
版
図
に
加
わ
っ
た
山
西
・
河
北
の
地
に
お
け
る

各
種
案
件
の
処
理
に
当
た
っ
た
。

　
元
帥
府
官
の
勢
力
の
消
長
に
起
因
す
る
統
廃
を
経
て
両
隠
密
院
は
燕
京
櫃
密
院
に
一
本
化
さ
れ
る
。
『
国
史
』
煕
宗
本
紀
の
記
載
に
依
れ
ば
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

そ
の
後
天
春
元
年
九
月
に
至
っ
て
燕
京
櫃
密
院
は
行
墜
尚
書
省
に
改
組
さ
れ
る
が
、
こ
れ
は
「
都
総
管
鎭
國
定
雨
声
水
量
」
中
に
お
い
て
も
二

輪
院
の
語
が
確
認
で
き
る
下
限
が
天
春
元
年
八
月
二
六
日
で
あ
り
、
続
く
同
年
一
〇
月
一
一
日
の
上
畔
に
は
発
給
先
が
明
記
さ
れ
な
い
も
の
の
、

天
春
二
年
二
月
二
七
日
の
時
点
で
は
行
盛
尚
書
省
よ
り
上
畔
が
下
さ
れ
、
天
春
元
年
九
月
時
点
で
の
五
種
尚
書
省
へ
の
改
組
と
一
致
す
る
。
燕

京
橿
密
院
が
改
組
さ
れ
た
行
止
尚
書
省
は
引
き
続
き
河
北
・
山
西
を
管
轄
範
囲
と
し
て
そ
の
行
政
管
理
に
あ
た
っ
た
の
で
あ
る
。

　
旧
北
宋
領
た
る
華
北
地
域
に
旧
遼
朝
領
た
る
燕
雲
十
六
州
及
び
西
北
路
を
加
え
た
広
大
な
地
域
を
管
轄
区
域
と
し
、
行
政
機
関
た
る
行
蓋
尚

書
省
（
櫃
密
院
）
を
属
下
に
配
す
る
と
い
う
元
帥
府
の
あ
り
方
か
ら
は
、
王
朝
根
本
の
地
た
る
上
京
會
五
号
に
あ
っ
て
中
書
・
門
下
・
尚
書
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

三
省
を
通
し
て
東
北
地
域
の
統
治
に
あ
た
る
金
朝
皇
帝
と
の
明
確
な
政
治
圏
域
の
区
分
け
を
想
定
し
得
る
。
す
な
わ
ち
国
家
根
本
の
地
た
る
東

北
地
域
に
は
皇
帝
を
頂
点
と
し
三
省
に
よ
っ
て
行
政
管
理
が
実
施
さ
れ
る
直
接
統
治
体
制
、
新
領
土
た
る
華
北
・
西
北
地
域
に
関
し
て
は
、
元

帥
府
の
属
下
に
行
政
機
関
た
る
櫃
密
院
を
配
す
る
間
接
統
治
体
制
が
設
定
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
状
況
の
も
と
新
領
土
の
行
政
管
理
が

元
帥
府
に
～
任
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
元
帥
府
の
発
す
る
面
子
が
管
理
区
域
内
の
案
件
に
お
い
て
最
終
判
断
と
し
て
意
味
を
有
す
る
こ
と
と
な

っ
た
と
言
え
よ
う
Q

　
さ
ら
に
天
徳
二
年
（
二
五
〇
）
＝
｝
月
に
至
っ
て
元
帥
府
は
椹
密
院
に
改
組
さ
れ
、
行
嚢
尚
書
省
は
廃
止
さ
れ
る
。
一
連
の
改
廃
は
三
ヶ

月
後
の
天
徳
三
年
（
＝
五
～
）
三
月
に
燕
京
遷
都
の
詔
が
発
せ
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
明
ら
か
に
海
陵
王
が
意
図
し
た
遷
都
政
策
の
一
貫

と
考
え
ら
れ
、
こ
れ
に
よ
り
上
述
し
た
政
治
浄
域
は
解
消
さ
れ
、
皇
帝
の
も
と
尚
書
省
に
よ
る
行
政
管
理
の
方
式
に
～
元
化
さ
れ
る
こ
と
と
な

⑮る
。
『
都
総
野
禽
國
定
爾
湛
水
碑
』
中
の
記
載
は
、
ま
さ
に
そ
の
過
渡
期
的
状
況
に
あ
っ
た
元
帥
府
・
行
瀬
尚
書
省
（
橿
密
院
）
に
よ
る
華
北
統
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治
の
具
体
的
事
例
と
言
え
る
。

　
平
陽
府
か
ら
の
報
告
を
受
け
て
天
春
元
年
八
月
二
六
日
に
木
彫
院
の
上
騰
が
平
陽
府
に
再
び
下
さ
れ
、
府
官
を
派
遣
し
て
趙
城
・
洪
洞
二
県

の
知
県
と
水
争
に
関
わ
る
一
一
村
の
使
水
戸
と
が
共
同
で
従
来
の
規
定
に
則
っ
て
灌
概
用
水
の
分
配
を
行
う
よ
う
に
と
の
指
示
が
下
さ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

こ
れ
を
受
け
て
平
陽
府
側
か
ら
は
担
当
す
べ
き
下
官
の
欠
員
を
理
由
と
し
て
再
度
最
密
院
に
上
申
が
な
さ
れ
る
。
激
闘
院
は
銭
吊
都
勾
判
官
朱

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

伸
を
当
地
に
派
遣
し
て
案
件
の
解
決
を
図
る
が
、
翌
天
春
二
年
二
月
二
七
日
に
は
三
塁
尚
書
省
に
朱
圏
か
ら
の
報
告
が
届
き
新
た
な
担
当
宮
の

派
遣
が
求
め
ら
れ
る
。
行
嘉
尚
書
省
は
緯
両
軍
（
縫
州
）
節
度
副
使
楊
槙
を
派
遣
し
て
朱
墨
と
共
同
で
対
応
に
当
た
ら
せ
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ま
で
の
度
重
な
る
官
吏
の
派
遣
に
よ
っ
て
も
当
該
案
件
は
解
決
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
遂
に
洪
洞
県
側
か
ら
の
訴
え
が

な
さ
れ
る
に
至
る
。
今
回
の
水
争
の
発
端
は
趙
城
県
側
か
ら
の
洪
難
路
に
対
す
る
訴
え
で
あ
っ
た
が
、
高
金
部
・
朱
伸
ら
に
よ
る
調
停
を
不
服

と
し
た
夏
隣
県
側
は
こ
れ
ま
で
の
連
城
県
－
平
陽
府
－
櫃
密
院
（
行
壷
尚
書
省
）
一
元
帥
府
と
い
う
上
申
方
法
に
対
抗
し
て
、
元
帥
監
軍
行
府
へ

の
訴
え
と
い
う
方
法
を
採
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

　
元
帥
監
興
行
府
と
は
河
中
府
に
あ
っ
た
元
帥
右
監
巻
髪
萬
喝
を
指
す
。
本
来
的
に
合
議
制
に
基
づ
く
元
帥
府
の
あ
り
方
か
ら
判
断
す
れ
ば
、

行
府
よ
り
文
書
は
行
書
尚
書
省
を
経
る
こ
と
な
く
直
接
元
帥
府
へ
も
た
ら
さ
れ
た
と
考
え
得
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
当
該
箇
所
に
お
い
て
は
洪

洞
県
の
上
方
か
ら
の
状
告
が
元
帥
監
悪
行
府
を
経
由
し
た
と
記
さ
れ
る
の
み
で
あ
り
、
そ
の
後
の
完
顔
繋
寓
也
の
派
遣
を
決
定
す
る
上
里
が
い

ず
れ
よ
り
発
給
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
か
は
示
さ
れ
な
い
。
こ
の
問
題
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
、
「
上
畔
」
の
発
給
先
が
い
か
な
る
機
関
で
あ
っ

た
か
を
検
討
し
て
み
た
い
。

　
他
史
料
中
に
見
え
る
湖
畔
の
用
例
は
管
見
の
限
り
世
代
太
宗
朝
に
集
中
し
、
そ
の
他
世
宗
朝
の
一
例
が
見
え
る
の
み
で
あ
る
。
ま
た
、
そ
の

い
ず
れ
も
が
金
朝
側
の
使
用
例
と
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
綴
代
初
期
に
の
み
限
っ
て
用
い
ら
れ
た
文
書
の
形
式
を
指
す
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
使

用
例
と
し
て
、
『
三
朝
北
盟
會
編
』
巻
八
九
所
引
の
曹
動
『
北
狩
聞
見
録
』
に
、

　
　
　
（
靖
康
江
年
、
天
国
五
年
、
＝
二
七
、
四
月
初
一
日
目
…
…
時
に
上
皇
謝
を
致
し
て
田
く
「
當
臼
兄
弟
と
爲
り
、
今
日
俘
囚
と
爲
る
は
、
量
に
運
数
に
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非
ざ
る
や
。
尚
お
太
子
の
保
祐
千
口
を
全
活
す
る
に
頼
り
、
近
ご
ろ
嘗
て
嗣
子
を
還
さ
れ
ん
こ
と
を
求
め
、
南
庭
に
遠
出
す
。
望
む
ら
く
は
主
張
を
爲
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

　
　
れ
ん
こ
と
を
。
」
と
。
太
子
曰
く
「
上
畔
來
旨
を
候
た
れ
よ
。
」
と
。

と
あ
り
、
さ
ら
に
世
宗
朝
の
事
例
で
は
あ
る
が
、
『
攻
塊
集
』
巻
＝
一
「
北
行
日
録
」
上
に
「
上
畔
指
揮
」
の
語
が
見
え
る
こ
と
か
ら
、
皇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

帝
を
も
含
む
上
位
機
関
の
命
令
指
示
を
伝
達
す
る
下
行
文
書
の
総
称
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

　
な
お
、
「
都
総
管
鎭
國
定
雨
避
水
々
」
中
に
お
い
て
上
子
の
語
が
確
認
で
き
る
六
ヶ
所
の
用
例
は
、
い
ず
れ
も
「
准
奉
○
○
○
上
面
」
、
或
い

は
「
奉
上
畔
」
と
表
記
す
る
。
ま
た
、
櫃
密
院
（
行
墓
尚
書
省
）
を
冠
す
る
場
合
に
は
櫃
密
院
（
行
墓
尚
書
省
）
に
て
改
行
、
単
独
で
用
い
ら
れ

る
場
合
に
は
～
字
空
格
と
い
う
形
式
が
～
貫
し
て
遵
守
さ
れ
る
。
こ
の
明
ら
か
に
定
型
化
さ
れ
た
記
載
方
法
は
、
天
春
二
年
の
段
階
に
お
い
て

既
に
明
確
な
文
書
規
定
が
存
在
し
た
こ
と
を
物
語
る
も
の
と
言
え
よ
う
。

　
こ
の
上
甑
と
い
う
文
書
形
式
は
金
代
以
前
に
は
見
ら
れ
な
い
も
の
で
あ
り
、
金
初
に
お
け
る
元
帥
府
に
従
属
す
る
行
政
機
関
と
し
て
の
行
毫

尚
書
省
（
踏
襲
院
）
の
あ
り
方
に
由
来
す
る
も
の
と
言
え
よ
う
。
華
北
新
領
域
に
置
か
れ
た
行
墓
尚
書
省
は
宰
相
府
と
し
て
の
役
割
を
有
さ
ず
、

管
轄
下
の
行
政
事
務
担
当
機
関
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
そ
の
結
果
、
北
宋
期
に
お
い
て
宰
相
府
よ
り
要
せ
ら
れ
た
懸
子
は
上
位
の
元
帥
府
よ
り
発

せ
ら
れ
る
文
書
と
し
て
形
を
変
え
、
そ
の
下
位
に
あ
っ
た
行
毫
尚
書
省
よ
り
発
せ
ら
れ
る
行
政
指
示
文
書
と
し
て
新
た
に
上
畔
と
い
う
様
式
の

文
書
が
創
出
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
な
お
、
元
帥
行
府
を
経
由
し
て
の
元
帥
府
に
上
申
が
な
さ
れ
た
背
景
に
は
、
当
時
の
元
帥
府
内
の
複
雑
な
政
治
的
状
況
が
関
係
す
る
。
都
元

帥
不
在
の
元
帥
府
に
お
け
る
実
質
的
ト
ッ
プ
た
る
左
副
元
帥
捷
獺
は
山
西
を
掌
握
し
た
粘
没
喝
の
没
後
、
そ
の
軍
事
力
を
背
景
に
燕
京
に
あ
っ

た
太
宗
の
長
子
宗
主
と
の
連
携
の
も
と
強
力
な
政
治
力
を
発
揮
す
る
。
一
方
、
送
り
手
た
る
元
帥
右
粛
軍
撒
寓
喝
は
天
會
三
年
（
＝
二
五
）

に
始
ま
る
華
北
攻
撃
に
際
し
て
河
北
・
陳
西
の
攻
略
に
従
事
し
、
以
降
河
中
府
に
駐
屯
し
て
山
西
・
陳
西
方
面
に
お
け
る
勢
力
を
拡
大
さ
せ
た
。

　
左
副
元
帥
健
獺
及
び
馬
具
ら
の
専
権
に
対
し
て
は
、
早
く
か
ら
反
対
の
声
は
強
く
、
最
終
的
に
天
春
二
年
七
月
に
お
け
る
宗
磐
諌
殺
、
さ
ら

に
翌
八
月
中
捷
獺
諜
殺
と
い
う
結
末
を
迎
え
る
。
こ
う
し
た
反
宗
磐
・
捷
獺
勢
力
の
中
心
と
な
っ
た
の
は
太
祖
の
庶
長
子
斡
本
（
宗
幹
）
及
び
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完
顔
希
歩
で
あ
り
、
元
帥
器
官
と
し
て
は
軍
事
面
に
お
い
て
撞
獺
に
匹
敵
す
る
実
力
を
有
し
た
右
脚
元
帥
兀
市
の
働
き
が
大
き
い
。
さ
ら
に
張

楚
廃
止
後
の
塊
縄
政
権
担
当
者
を
巡
り
、
鷹
番
と
の
確
執
が
見
ら
れ
た
撒
萬
喝
も
捷
瀬
諜
殺
の
後
、
右
副
元
帥
に
昇
任
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

反
宗
盤
・
捷
瀬
勢
力
の
一
翼
を
担
っ
た
と
考
え
得
る
。

　
当
該
碑
豊
中
に
お
い
て
近
上
の
官
員
の
派
遣
を
求
め
る
張
方
の
風
車
を
受
け
て
、
元
帥
風
痘
行
衛
撒
寓
喝
は
河
東
南
路
兵
馬
都
総
難
事
顔
謀

経
産
の
派
遣
を
求
め
る
。
こ
こ
で
二
士
喝
の
推
薦
を
受
け
た
夜
顔
謀
寓
也
と
は
後
に
海
陵
の
天
徳
二
年
一
〇
月
辛
未
、
謀
反
の
塩
鯨
を
受
け
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

撒
萬
喝
と
と
も
に
～
族
二
十
余
人
も
ろ
と
も
謙
殺
さ
れ
る
人
物
で
あ
り
、
両
者
が
密
接
な
関
係
を
有
し
て
い
た
こ
と
は
確
実
で
あ
る
。

　
当
該
案
件
の
最
終
的
な
裁
決
は
ま
さ
に
宗
磐
・
燵
獺
派
謙
殺
の
直
前
（
約
一
ヶ
月
前
）
に
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
元
帥
監
品
行
府
撒
寓
喝

を
経
由
す
る
洪
洞
筋
の
状
告
が
充
分
に
効
力
を
持
ち
得
た
こ
と
は
、
撒
寓
喝
と
の
密
接
な
関
係
の
伺
え
る
通
馬
謀
寓
話
の
派
遣
に
よ
っ
て
解
決

が
図
ら
れ
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
う
し
た
状
況
は
、
撒
慰
撫
ら
地
方
駐
屯
軍
団
の
動
向
が
元
帥
府
の
施
策
に
影
響
力
を
及
ぼ
し
得

た
こ
と
を
示
す
と
と
も
に
、
当
時
既
に
捷
獺
・
宗
盤
ら
の
専
権
傾
向
に
幾
分
か
の
か
げ
り
が
指
し
つ
つ
あ
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
と
も
考
え
ら

れ
る
が
、
未
だ
推
測
の
域
を
出
な
い
。

（
三
）
　
案
件
の
解
決
と
碑
刻
の
立
石

　
行
雲
尚
書
省
よ
り
の
上
露
を
受
け
て
、
完
顔
謀
寓
也
は
震
渠
水
争
の
裁
定
の
た
め
応
需
・
洪
洞
両
県
の
知
県
及
び
関
係
の
魚
巣
用
水
利
用
戸

と
と
も
に
実
際
に
現
地
に
赴
き
、
陸
門
と
呼
ば
れ
る
引
水
路
口
を
測
量
す
る
。
さ
ら
に
そ
の
具
体
的
デ
ー
タ
に
基
づ
い
て
北
宋
慶
暦
年
間
の
四

刻
に
記
さ
れ
た
数
値
と
の
比
較
対
照
を
行
い
、
現
実
に
即
し
た
形
で
用
水
の
割
当
量
を
決
定
す
る
。

　
こ
こ
で
問
題
と
な
っ
た
の
は
用
水
量
の
減
少
と
い
う
事
態
で
あ
っ
た
。
当
時
、
趙
城
県
側
へ
の
供
給
量
は
北
面
慶
暦
五
年
時
と
比
較
し
て
｝

八
％
の
減
少
、
洪
洞
県
側
へ
の
供
給
量
に
至
っ
て
は
八
一
％
が
減
少
す
る
と
い
う
事
態
に
陥
っ
て
い
た
。
こ
れ
は
灌
概
用
水
路
の
泌
塞
、
或
い

は
用
水
量
そ
の
も
の
の
減
少
に
起
因
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
が
、
こ
う
し
た
事
態
に
よ
っ
て
特
に
減
少
度
の
大
き
い
洪
洞
県
側
へ
の
供
給
量
は
総

88 （88）



由西洪溝県水利碑考（井黒〉

量
の
三
分
の
一
と
い
う
基
準
を
遙
か
に
下
回
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
こ
う
し
た
事
態
に
対
処
す
る
た
め
、
覆
渠
用
水
の
総
量
が
測
定
さ
れ
、
そ
の
数
値
を
も
と
に
三
七
分
の
割
合
で
趙
城
・
洪
洞
両
県
へ
の
供
給

量
が
改
め
て
確
認
さ
れ
た
。
但
し
、
洪
洞
県
側
に
お
い
て
は
引
水
路
口
周
囲
の
土
地
が
低
下
し
、
趙
城
県
側
に
お
い
て
は
逆
に
土
地
が
隆
起
す

る
と
い
う
自
然
地
理
的
変
動
が
加
味
さ
れ
、
さ
ら
に
洪
洞
県
側
へ
の
供
給
量
の
極
端
な
減
少
と
い
う
事
態
を
重
く
み
て
、
欄
水
石
と
呼
ば
れ
る

堰
堤
を
増
設
し
て
南
平
渠
に
不
足
分
を
流
入
さ
せ
る
こ
と
と
す
る
。
欄
水
石
に
関
し
て
は
、
先
に
見
た
「
建
立
渠
分
水
鐵
柵
碑
」
に
詳
細
な
記

載
が
見
え
る
。

　
　
宋
の
開
襟
年
間
、
南
渠
の
地
勢
窪
下
し
、
水
流
濡
急
な
る
も
、
北
渠
の
地
勢
平
ら
か
に
し
て
、
水
流
紆
徐
な
る
に
因
り
、
分
水
の
数
確
か
な
ら
ず
。
爾
邑

　
　
因
り
て
争
端
を
起
こ
し
、
埋
門
已
ま
ず
。
是
に
於
い
て
、
當
事
者
　
取
水
の
石
塊
を
立
つ
。
即
ち
今
俗
に
薬
石
と
櫓
す
る
は
頼
れ
な
り
。
長
さ
六
尺
九
寸
、

　
　
寛
さ
三
尺
、
厚
さ
三
寸
に
し
て
、
南
震
の
鳶
口
に
安
ん
ず
れ
ば
、
水
流
程
有
り
て
、
急
潟
を
致
さ
ず
。
又
た
北
渠
は
直
注
し
、
水
性
順
流
な
る
も
、
爾
渠

　
　
は
抵
注
せ
ば
、
水
激
流
緩
た
る
を
慮
り
、
北
渠
内
の
南
岸
・
南
渠
口
の
西
に
於
い
て
、
欄
水
柱
一
根
を
立
て
、
亦
た
逼
水
石
と
日
う
。
高
さ
一
一
尺
、
寛
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

　
　
　
｝
尺
に
し
て
、
水
の
西
注
す
る
を
障
り
て
、
南
渠
に
入
ら
し
め
、
緩
急
不
均
の
弊
無
か
ら
し
む
。
此
れ
古
の
二
曹
を
浮
く
る
の
意
な
り
。

こ
こ
で
は
北
宋
開
墾
年
間
の
設
置
と
さ
れ
る
欄
水
石
（
逼
水
石
）
に
関
し
て
、
高
さ
二
尺
、
幅
一
尺
の
石
柱
を
北
霊
渠
内
の
南
岸
、
南
陽
渠
の

西
に
設
置
し
、
覆
泉
よ
り
西
に
向
か
い
直
流
し
て
北
爆
渠
に
流
入
す
る
灌
概
用
水
を
遮
る
こ
と
で
南
霊
渠
へ
の
流
入
量
を
増
加
さ
せ
る
と
す
る
。

ま
た
、
長
さ
六
尺
、
幅
三
尺
、
厚
さ
三
寸
の
限
石
と
呼
ば
れ
る
石
塊
を
南
限
渠
の
渠
口
に
設
置
し
水
勢
を
緩
和
す
る
こ
と
と
す
る
。

　
欄
水
石
の
設
置
時
期
に
関
し
て
は
、
当
該
里
桜
と
「
白
総
管
鎭
國
定
爾
縣
水
櫛
」
の
記
述
の
問
に
は
異
同
が
見
ら
れ
る
も
の
の
、
或
い
は
こ

の
時
完
顔
謀
剣
聖
に
よ
っ
て
修
復
が
な
さ
れ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
彌
水
石
の
設
置
を
通
し
て
三
七
分
と
い
う
古
来
の
分
水
割
当
を
遵
守
す
る

こ
と
で
、
洪
洞
県
側
へ
の
灌
概
用
水
供
給
量
を
増
加
さ
せ
る
こ
と
か
ら
は
、
洪
洞
県
側
の
訴
え
を
充
分
に
配
慮
し
た
形
で
の
決
着
が
は
か
ら
れ

た
こ
と
が
分
か
る
。
な
お
、
南
北
両
脚
の
水
を
塞
ぎ
別
の
水
路
を
利
用
し
た
と
さ
れ
る
が
、
当
該
時
期
に
お
け
る
灌
概
用
水
路
開
墾
の
記
事
は

確
認
で
き
な
い
。
一
時
的
に
両
渠
に
流
れ
込
む
水
を
塞
い
で
、
別
の
用
水
路
を
用
い
て
至
楽
用
水
の
供
給
を
行
い
、
そ
の
間
に
聖
業
等
の
作
業
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を
行
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
が
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。

　
こ
れ
ま
で
見
た
様
に
、
洪
洞
・
趙
城
両
県
の
水
争
は
灌
瀧
用
水
の
減
少
と
い
う
状
況
に
起
因
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
そ
の
反

面
、
穫
水
は
夏
秋
の
間
に
お
い
て
流
域
中
に
氾
濫
を
引
き
起
こ
す
ほ
ど
の
増
水
を
見
せ
た
こ
と
が
史
料
中
に
確
認
で
き
る
。
『
萬
暦
洪
洞
縣
志
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

巻
一
・
輿
地
志
津
橋
梁
に
収
録
さ
れ
る
雪
洞
県
丞
喬
逢
辰
撰
「
恵
碧
羅
記
」
に
は
、
天
徳
辛
未
（
三
年
）
に
橋
屋
を
備
え
た
恵
遠
橋
を
架
設
す

る
に
至
っ
た
状
況
を
以
下
の
よ
う
に
記
す
。

　
　
洪
洞
は
平
陽
に
早
し
、
牡
な
る
縣
な
り
。
其
の
始
め
て
城
を
爲
る
に
、
適
た
ま
大
路
・
津
要
に
震
り
、
騨
膠
の
奔
貢
す
る
所
、
商
旅
の
往
結
す
る
所
に
し

　
　
て
、
輪
蹄
の
聲
、
書
夜
息
ま
ず
。
而
し
て
城
の
北
三
里
に
震
水
有
り
。
夏
秋
の
森
濠
に
塗
り
て
、
瀕
水
爆
温
し
、
期
會
の
急
な
る
こ
と
星
火
の
如
し
と
錐

　
　
も
、
然
れ
ど
も
且
に
渡
る
を
得
ざ
る
べ
し
。
孟
冬
に
追
ば
ば
、
則
ち
又
た
民
を
即
し
材
を
費
し
、
以
て
輿
梁
を
［
構
］
う
。
世
よ
以
て
病
と
爲
す
も
、
而

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

　
　
ど
も
改
作
を
知
る
莫
し
。

洪
府
県
は
山
西
地
域
に
お
け
る
交
通
・
流
通
の
大
道
た
る
沿
河
流
域
の
中
間
に
位
置
し
、
呂
梁
山
と
太
行
山
系
の
山
々
に
挟
ま
れ
た
南
北
交
通

の
要
衝
に
当
た
っ
た
。
県
城
の
北
を
流
れ
る
窪
水
は
夏
秋
の
間
の
増
水
に
よ
り
渡
河
を
困
難
と
し
、
附
近
の
人
々
は
毎
冬
の
橋
梁
修
復
に
悩
ま

さ
れ
続
け
た
の
で
あ
る
。

　
完
顔
謀
寓
也
に
よ
る
水
争
裁
定
の
報
告
を
受
け
て
、
元
帥
府
・
行
璽
尚
書
省
は
そ
の
結
果
を
承
認
し
、
行
蘂
尚
書
省
よ
り
こ
れ
を
認
可
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

上
畔
が
下
さ
れ
る
。
さ
ら
に
こ
れ
ま
で
の
経
緯
を
記
録
す
る
た
め
権
平
罐
詰
判
官
楊
丘
行
に
碑
刻
の
撰
文
が
命
じ
ら
れ
、
そ
の
記
文
は
二
碑
に

刻
さ
れ
て
分
水
地
点
付
近
と
平
陽
徳
官
衙
前
に
碑
亭
を
設
置
し
立
石
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
の
二
碑
は
そ
れ
ぞ
れ
の
別
個
の
役
割
を
担
う

も
の
で
あ
り
、
分
水
所
に
お
け
る
碑
刻
は
趙
城
・
洪
洞
両
県
の
使
水
戸
が
灌
概
用
水
の
利
用
に
際
し
て
準
拠
す
べ
き
規
定
と
し
て
の
役
割
を
担

い
、
平
費
府
官
衙
に
置
か
れ
た
碑
刻
は
後
世
の
水
争
勃
発
時
に
お
け
る
裁
定
の
根
拠
と
し
て
の
法
的
基
準
を
示
す
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
得
る
。

碑
文
再
末
尾
に
記
さ
れ
る
「
更
に
交
諾
す
る
者
有
る
を
免
れ
し
む
」
の
語
は
、
当
該
碑
面
の
役
割
を
明
確
に
表
現
し
た
も
の
と
雷
え
よ
う
。
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①
源
詳
図
上
、
唐
貞
元
間
、
笹
津
導
分
爾
渠
、
一
意
覆
、
一
南
霧
、
瀧
趙
城
・
洪

　
島
上
縣
地
八
百
九
十
一
頃
。

②
南
震
渠
即
震
水
支
出
、
禁
口
縄
南
流
者
、
是
也
。
唐
貞
元
間
、
導
水
開
渠
、
瀧

　
洪
洞
曹
生
・
馬
頭
・
墾
裏
・
上
庄
・
下
庄
・
筆
墨
・
石
橋
頭
・
南
秦
・
南
羊
・
周

　
壁
・
封
村
・
並
立
十
二
村
地
一
百
三
十
九
頃
奇
。
社
人
春
秋
報
纂
如
漏
水
例
。

③
自
乗
貞
親
以
来
、
分
概
洪
・
趙
爾
邑
。
於
泉
源
下
流
百
歩
許
、
創
立
南
北
爾
渠
。

　
從
強
直
注
而
曲
者
名
画
震
渠
、
渠
口
寛
一
丈
六
尺
一
寸
、
得
水
七
分
、
瀧
趙
城
縣

　
永
楽
等
二
十
四
村
荘
、
共
田
三
百
八
十
五
頃
虚
血
、
西
北
入
沿
。
從
泉
下
注
而
南

　
者
名
南
霜
渠
、
渠
口
寛
六
尺
九
寸
、
得
水
三
分
、
瀧
趙
［
城
］
（
成
）
縣
道
畳
等

　
四
村
、
南
瀧
曝
露
意
業
生
二
九
村
、
共
田
六
十
九
頃
有
感
。
三
七
分
水
由
来
久
夷
。

　
（
噸
乾
隆
平
陽
逸
士
畠
巻
一
二
六
・
藝
文
志
及
び
『
黄
河
金
石
繰
漏
二
二
〇
～
二
二

　
二
頁
。
）
当
該
碑
刻
は
現
在
、
分
水
口
上
に
架
か
る
平
水
橋
の
北
に
立
石
さ
れ
る
。

　
そ
の
碑
陰
に
は
「
建
盛
塩
分
水
鐵
柵
図
」
が
刻
さ
れ
、
霧
泉
よ
り
分
水
口
に
至
る

　
蔵
並
が
図
示
さ
れ
る
。

④
宋
慶
暦
五
年
、
因
本
縣
下
達
古
西
轟
轟
燕
三
競
使
水
、
遂
定
置
例
。
碑
銘
一
座
。

⑤
呉
式
券
撰
『
金
石
彙
目
分
編
網
目
＝
・
平
陽
府
洪
洞
県
諏
訪
条
に
は
、
欄
山

　
西
通
志
隔
を
引
用
す
る
以
下
の
記
述
が
見
ら
れ
る
も
の
の
、
編
纂
時
に
お
い
て
現

　
存
が
確
認
さ
れ
て
は
い
な
い
。
「
宋
分
水
碑
。
山
西
通
志
、
震
泉
在
洪
洞
東
北
三

　
十
里
。
唐
貞
元
間
，
導
両
渠
。
宋
慶
二
時
、
立
分
水
碑
。
」
『
雍
正
山
西
通
志
』
巻

　
一
八
・
山
川
志
・
平
畝
府
下
洞
県
下
信
条
参
照
。

⑥
妾
該
下
刻
中
に
は
幾
多
の
文
書
の
や
り
と
り
が
記
さ
れ
る
が
、
こ
れ
ら
の
文
轡

　
の
受
給
者
は
記
さ
れ
な
い
。
但
し
、
撰
文
、
書
並
び
に
題
額
、
立
石
な
ど
碑
刻
に

　
関
わ
る
す
べ
て
の
行
為
が
平
陽
府
官
の
手
に
な
る
も
の
で
あ
り
、
さ
ら
に
碑
文
中

　
に
お
い
て
平
陽
府
を
指
し
て
本
府
と
称
す
る
こ
と
か
ら
、
碑
文
中
に
示
さ
れ
る
文

　
書
の
最
終
的
な
受
給
者
は
平
陽
型
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、
天
會
＝
二
年

　
に
お
け
る
粘
没
喝
の
中
央
へ
の
召
還
の
後
、
＝
月
に
至
っ
て
そ
の
腹
心
で
あ
っ

　
た
平
陽
府
ヂ
瀟
慶
も
任
地
を
離
れ
る
こ
と
と
な
り
、
山
西
に
お
け
る
粘
没
喝
の
権

　
益
は
完
全
に
失
わ
れ
た
。
薫
慶
の
後
任
に
関
し
て
は
不
明
で
あ
る
が
、
当
該
時
期

　
の
洪
洞
県
令
と
し
て
天
春
年
間
に
お
け
る
劉
徽
柔
の
就
任
が
確
認
で
き
る
。
（
『
萬

　
鰺
洪
洞
縣
踊
扇
巻
三
・
歴
官
表
）
G
外
山
軍
治
「
山
西
を
中
心
と
し
た
金
將
宗
翰

　
の
活
躍
扁
（
初
出
は
噸
東
洋
史
研
究
㎏
第
一
巻
第
六
号
、
　
～
九
一
二
六
、
後
に
『
金

　
朝
議
研
究
臨
東
洋
史
研
究
叢
刊
一
三
、
同
勝
舎
、
一
九
六
四
に
再
録
）
参
照
。

⑦
高
金
部
に
関
し
て
は
詳
細
は
不
明
で
あ
る
が
、
金
部
と
は
北
颪
の
戸
部
に
属
す

　
る
金
部
司
を
指
す
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
高
金
部
は
北
宋
に
お
い
て
金
部
司

　
官
を
慌
し
た
投
降
者
で
あ
ろ
う
。
管
見
の
限
り
金
将
に
お
け
る
金
鈴
司
の
存
在
は

　
確
認
で
き
な
い
。

⑧
金
談
に
お
け
る
牒
文
の
用
例
と
し
て
は
、
北
島
攻
撃
時
に
お
け
る
元
帥
府
よ
り

　
二
二
の
三
省
・
櫃
密
院
に
宛
て
て
塾
せ
ら
れ
た
事
例
（
金
甲
英
校
補
、
李
慶
善
整

　
理
『
大
金
弔
伐
録
校
補
輪
中
葉
書
局
、
二
〇
〇
一
、
二
～
八
⊥
～
一
九
及
び
二
二

　
三
よ
ご
一
五
頁
）
、
及
び
主
に
世
宗
の
大
定
初
年
に
尚
香
禮
部
よ
り
各
地
の
寺
観

　
に
宛
て
て
発
せ
ら
れ
た
出
給
文
の
事
例
が
確
認
で
き
る
が
、
こ
こ
で
は
平
陽
府
よ

　
り
府
官
の
高
金
部
に
宛
て
て
発
せ
ら
れ
た
下
行
文
書
を
指
す
。

⑨
木
隔
子
に
関
し
て
は
、
二
一
行
目
に
高
金
部
の
創
設
し
た
も
の
と
し
て
門
水
櫃

　
（
石
積
）
」
と
と
も
に
「
分
水
鳥
威
」
が
挙
げ
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
木
造
の
分
水

　
施
設
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

⑩
北
京
期
に
お
け
る
筍
子
と
は
、
本
文
中
に
述
べ
た
下
行
文
書
と
し
て
の
用
法
以

　
外
に
、
両
制
以
上
の
官
が
臨
時
に
上
殿
奏
上
を
行
う
際
に
用
い
ら
れ
た
上
行
文
書

　
と
し
て
の
用
法
を
持
つ
。
『
蹄
法
話
臨
巻
二
参
照
。
な
お
、
下
行
文
書
と
し
て
の

　
落
子
の
用
例
と
し
て
、
『
金
石
葦
編
匝
巻
～
三
二
に
収
録
さ
れ
る
懲
永
興
軍
中
書

　
筍
子
」
が
挙
げ
ら
れ
る
。

⑪
金
巾
に
お
け
る
勧
子
の
用
例
と
し
て
は
、
元
帥
府
よ
り
北
宋
の
文
武
百
官
軍
民

　
誉
老
僧
道
に
宛
て
て
写
せ
ら
れ
た
事
例
が
確
認
で
き
る
。
『
三
朝
北
緯
會
編
』
巻

　
七
九
・
靖
康
二
年
二
月
九
日
乙
巳
条
、
同
十
日
庚
午
条
参
照
。

⑫
　
三
上
次
男
「
金
初
の
落
下
尚
書
省
と
こ
れ
を
め
ぐ
る
政
治
上
の
諸
問
題
」
（
初
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出
は
東
大
教
養
学
部
歴
史
学
研
究
報
告
集
『
歴
史
と
文
化
臨
四
、
一
九
五
九
、
後

　
に
『
金
史
研
究
転
二
　
累
代
政
治
制
度
の
研
究
、
中
央
公
論
美
術
出
版
社
、
　
一
九

　
七
〇
に
再
録
）
、
前
掲
本
章
註
⑥
外
山
一
九
三
六
、
王
曽
鍮
『
金
朝
軍
制
駈
（
河
北

　
大
学
出
版
社
、
一
九
九
六
）
第
一
章
。

⑬
四
金
史
暁
巻
四
・
煕
宗
本
紀
天
春
元
年
九
月
丁
酉
条
。

⑭
北
宋
滅
亡
後
の
新
領
土
を
元
帥
府
の
特
別
行
政
地
区
と
す
る
見
解
は
、
既
に
三

　
上
次
男
氏
に
よ
っ
て
提
囑
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
（
前
掲
本
章
註
⑫
、
三
上
一
九

　
五
九
）
但
し
、
氏
の
こ
う
し
た
卓
越
し
た
見
解
も
史
料
的
裏
付
け
を
欠
く
も
の
で

　
あ
り
、
確
闘
た
る
根
拠
が
示
さ
れ
て
は
い
な
い
。
「
都
議
管
鎭
國
定
爾
縣
水
碑
」

　
中
に
舞
え
る
元
帥
府
撫
子
の
事
例
は
、
氏
の
見
解
を
裏
付
け
る
重
要
な
史
料
と
な

　
り
え
よ
う
。

⑮
正
隆
元
年
（
＝
五
六
）
正
月
に
中
書
・
門
下
の
両
省
は
廃
止
さ
れ
、
麿
代
以

　
来
の
三
省
制
度
は
こ
こ
に
消
滅
し
、
尚
書
省
及
び
属
下
の
六
コ
口
行
政
管
理
権
は

　
｝
元
化
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
『
金
嵩
㎞
巻
五
・
海
陵
本
紀
正
隆
元
年
正
月
条
参

　
照
。

⑯
銭
鰻
登
勾
判
官
に
関
連
し
て
、
『
金
史
』
巻
三
・
太
宗
本
紀
天
曾
八
年
八
月
甲

　
串
条
に
「
黄
国
府
概
銭
吊
司
㎏
の
記
載
が
見
え
、
さ
ら
に
『
金
史
隔
巻
八
四
・
白

　
彦
敬
伝
に
は
銭
溝
川
都
管
勾
就
任
の
事
例
が
見
え
る
。
な
お
、
欄
遼
史
』
巻
四

　
八
・
百
官
志
・
南
薗
財
聖
画
条
に
も
長
春
路
、
遼
西
路
、
平
州
路
の
単
路
に
置
か

　
れ
た
宙
吊
司
の
名
が
見
え
る
こ
と
か
ら
、
遼
制
に
由
来
す
る
官
職
と
も
考
え
得
る
。

⑰
「
告
」
に
関
し
て
は
こ
こ
で
は
朱
伸
よ
り
の
報
告
と
解
釈
し
た
が
、
宜
吏
を
発

　
還
元
と
す
る
「
告
」
と
い
う
形
式
の
上
申
文
轡
が
存
在
し
た
と
解
せ
る
か
ど
う
か

　
は
さ
ら
な
る
検
討
を
要
す
る
。

⑱
　
元
帥
左
監
軍
撒
翠
雲
の
駐
屯
地
に
関
し
て
は
、
欄
三
朝
北
盟
倉
編
無
巻
…
八
二

　
所
引
『
金
三
豊
単
帯
に
よ
れ
ば
、
右
監
製
就
任
時
（
天
會
一
四
年
、
　
一
一
｝
二
六
）

　
に
雲
中
（
藤
京
）
に
駐
屯
し
た
と
さ
れ
る
。
し
か
し
、
王
曽
礁
氏
が
指
摘
す
る
よ

　
う
に
、
『
金
史
』
巻
七
七
・
丁
田
伝
、
『
金
地
臨
巻
八
國
・
呆
伝
の
記
載
に
依
れ
ば
、

　
撒
萬
喝
が
天
春
二
年
前
後
に
河
中
府
に
駐
屯
し
た
こ
と
も
明
ら
か
で
あ
り
、
洪
洞

　
県
と
の
位
麗
関
係
か
ら
見
て
も
天
春
二
年
四
月
当
時
、
河
中
府
に
駐
屯
し
た
と
す

　
る
王
氏
の
指
摘
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
劉
斉
廃
止
に
伴
う
陳
西
へ
の
出
兵
よ
り
帰
還

　
し
た
撒
萬
喝
は
河
中
府
に
止
ま
り
、
陳
西
方
面
へ
の
押
さ
え
と
な
っ
た
と
考
え
ら

　
れ
る
。
前
掲
本
章
註
⑫
王
蕾
鍮
著
九
頁
。

⑲
傍
聴
孫
撰
『
繭
香
零
拾
魅
所
収
『
偽
齊
録
』
巻
下
に
は
、
劉
斉
廃
止
に
伴
う
事

　
後
処
理
を
目
的
と
し
て
元
帥
府
か
ら
乱
せ
ら
れ
た
指
揮
が
収
録
さ
れ
る
。
そ
の
末

　
尾
に
は
元
肺
府
官
の
署
名
が
附
さ
れ
る
が
、
当
時
空
位
の
明
ら
か
な
都
元
帥
及
び

　
挾
西
攻
撃
に
従
事
し
て
い
た
抜
璃
速
、
雪
平
喝
を
も
含
め
た
元
帥
府
官
金
て
の
署

　
名
が
な
さ
れ
る
こ
と
は
、
本
来
的
に
元
帥
府
の
決
定
が
即
製
の
合
議
を
経
て
な
さ

　
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
す
も
の
と
雷
え
よ
う
。

⑳
時
上
皇
致
謝
日
「
當
日
照
兄
弟
、
今
日
爲
俘
囚
、
量
非
運
数
。
尚
頼
太
子
保
祐

　
全
活
千
口
、
近
嘗
求
還
嗣
子
、
無
難
闘
庭
。
望
爲
主
張
。
」
太
子
日
「
氷
上
畔
來

　
旨
。
」
本
稿
に
お
い
て
は
光
緒
三
四
年
許
涌
度
校
訂
本
を
響
い
た
が
、
光
緒
四
年

　
本
の
相
当
部
分
に
は
「
上
畔
未
肯
駄
と
表
記
さ
れ
る
。

⑳
一
つ
の
解
釈
と
し
て
「
畔
扁
を
「
判
鳳
の
音
通
と
し
て
、
上
位
の
判
語
を
示
す

　
と
も
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
上
畔
を
文
嘗
以
外
に
耀
い
る
用
例
と
し
て
、
『
三
朝

　
頬
擦
會
編
臨
巻
＝
○
首
引
傳
雰
脚
柱
炎
訊
問
録
』
に
金
朝
よ
り
の
正
使
王
桑
葬

　
が
自
ら
を
指
し
て
「
上
黒
人
」
と
称
す
る
事
例
が
確
認
で
き
る
。

⑫
完
顔
謀
墨
型
は
『
金
史
川
中
に
お
い
て
は
、
「
百
里
也
漏
・
「
謀
里
野
縣
と
記
さ

　
れ
、
景
祖
の
第
九
子
猿
都
詞
の
子
と
さ
れ
る
。
ま
た
隅
三
朝
北
盟
會
編
撫
及
び

　
『
建
炎
以
上
繋
年
要
録
鋤
な
ど
南
宋
側
の
史
料
中
に
は
、
「
没
立
」
・
「
没
立
郎
鷺
」

　
と
い
う
人
物
の
名
が
見
え
る
が
、
『
建
炎
以
來
年
年
要
録
隔
巻
一
九
三
所
引
の
熊

　
克
『
小
母
睡
中
に
お
い
て
、
世
宗
即
位
に
関
連
し
て
海
狸
時
代
の
悪
政
が
列
挙
さ

　
れ
、
そ
の
中
で
兵
部
尚
書
没
立
の
詠
殺
を
伝
え
る
記
事
が
見
え
る
こ
と
か
ら
、
没

　
立
は
謀
寓
也
と
同
一
人
物
で
あ
る
と
解
す
る
。
謀
寓
回
書
殺
に
関
し
て
は
、
噌
金

　
史
』
巻
七
六
・
宗
義
伝
、
及
び
同
巻
八
四
・
呆
伝
参
照
。
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⑬
　
宋
掌
記
年
間
、
因
南
渠
地
勢
窪
下
、
水
流
濡
急
、
北
渠
地
勢
平
、
水
流
紆
徐
、

　
分
水
之
敷
不
確
。
爾
邑
因
起
争
端
、
関
門
不
巴
。
於
是
、
當
事
者
立
限
水
石
塊
。

　
即
今
俗
構
限
石
是
也
。
長
六
尺
九
寸
、
寛
王
尺
、
厚
三
寸
、
安
南
霊
渠
口
、
水
流

　
有
程
、
響
町
急
鴻
。
又
智
北
渠
緑
肥
、
水
性
順
流
、
南
渠
抵
注
、
水
激
流
緩
、
於

　
北
爆
内
南
酷
首
級
口
之
西
、
立
欄
水
柱
一
掴
、
亦
日
逼
水
石
。
高
二
尺
、
寛
一
尺
、

　
駆
水
西
注
、
令
入
南
渠
、
使
無
緩
急
不
均
之
弊
。
使
古
設
二
石
之
耳
垂
。

⑳
　
　
隅
萬
暦
洪
洞
縣
阻
隔
に
は
「
僑
逢
織
紐
漏
と
記
さ
れ
る
の
み
で
あ
り
、
官
職
名

　
お
よ
び
タ
イ
ト
ル
は
『
校
補
洪
洞
縣
志
州
（
雍
正
刻
同
治
修
繕
）
巻
九
・
芸
文
の

　
記
載
に
拠
る
。

⑳
　
洪
洞
隷
平
陽
、
肚
哉
縣
也
。
其
始
爲
城
下
、
適
慰
大
路
・
津
要
、
騨
膠
之
所
奔

　
馳
、
商
旅
之
所
往
来
、
輪
蹄
下
灘
、
謹
掛
緒
息
。
而
城
之
北
三
里
有
霊
水
焉
。
當

　
夏
秋
霧
濠
、
瀕
水
潔
至
、
難
期
會
之
急
若
星
火
、
然
且
不
得
渡
。
造
乎
孟
冬
、
則

　
家
勢
民
費
材
、
以
［
溝
］
累
累
、
世
以
爲
病
、
蟹
田
知
改
作
。
な
お
、
隅
萬
暦
洪

　
洞
本
志
』
に
お
い
て
は
門
構
扁
を
欠
字
と
す
る
が
、
門
校
量
洪
溝
縣
志
』
に
よ
り

　
補
う
。

⑳
　
楊
丘
行
に
関
し
て
は
、
『
金
史
一
巻
皿
〇
五
に
立
伝
さ
れ
る
楊
伯
雄
、
及
び
巻

　
一
二
五
に
立
伝
さ
れ
る
楊
伯
州
の
父
と
し
て
そ
の
名
が
見
え
、
天
徳
三
年
に
は
太

　
子
左
衛
率
府
率
の
任
に
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
も
の
の
、
「
都
糖
管
鎭
國
定
爾
縣

　
水
撃
」
に
記
載
さ
れ
る
平
陽
府
判
官
と
し
て
の
事
跡
は
確
認
で
き
な
い
。
ま
た
、

　
こ
こ
で
楊
丘
行
に
記
文
の
撰
述
を
命
じ
る
補
題
旨
」
が
下
る
が
、
こ
れ
が
い
か
な

　
る
種
類
の
文
書
を
指
す
も
の
で
あ
る
か
は
不
明
で
あ
る
。
但
し
、
碑
刻
中
に
お
い

　
て
行
窒
尚
書
省
よ
り
の
「
上
灘
」
と
同
じ
く
｝
字
空
格
の
処
理
が
な
さ
れ
る
こ
と

　
か
ら
、
こ
れ
と
同
等
の
レ
ベ
ル
の
文
書
と
も
考
え
ら
れ
る
。

三
　
霊
渠
灌
瀧
用
水
利
用
に
お
け
る
「
都
曲
管
鎭
國
定
爾
二
水
碑
」
の
役
割

1主1西洪洞県水利碑考（井黒）

　
王
靖
昌
等
撰
『
山
西
各
縣
名
勝
古
蹟
古
物
調
査
表
』
所
収
「
趙
城
縣
名
勝
古
蹟
古
物
調
査
表
」
に
は
備
考
と
し
て
、

　
　
　
碑
は
洪
・
趙
爾
悪
善
水
の
事
を
解
決
す
る
を
記
す
。
朝
散
大
夫
叢
叢
少
監
権
平
陽
並
判
宮
楊
舟
行
の
撰
、
油
糧
府
押
型
宮
喬
木
の
書
拝
び
に
題
額
。
題
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

　
　
　
都
総
管
鎭
國
定
爾
縣
水
碑
の
十
字
。
査
す
る
に
洪
・
趙
爾
縣
水
を
争
う
に
、
常
に
此
の
碑
に
依
捺
し
辮
駁
を
申
す
。

窪
泉
を
利
用
し
た
灌
概
用
水
を
利
用
す
る
輸
送
県
・
趙
城
県
の
間
に
、
そ
の
用
水
の
分
配
を
め
ぐ
っ
て
対
立
が
生
じ
た
際
、
「
都
響
管
纂
輯
定

爾
三
水
碑
」
に
依
拠
し
て
自
ら
の
正
当
性
を
主
張
し
た
と
記
さ
れ
る
。

　
　
『
山
西
各
縣
名
勝
古
蹟
古
物
調
査
表
』
は
民
国
二
〇
年
（
一
九
三
一
）
の
序
文
を
有
す
る
が
、
こ
の
記
載
を
も
っ
て
直
ち
に
当
時
の
状
況
を

反
映
し
た
と
考
え
る
こ
と
は
い
さ
さ
か
早
計
に
す
ぎ
よ
う
。
で
は
、
こ
の
記
載
は
い
か
な
る
状
況
を
反
映
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
本
章
に
お

い
て
は
や
は
り
広
勝
寺
に
現
存
す
る
明
代
隆
慶
年
間
の
水
利
碑
及
び
罪
代
雍
正
年
間
に
編
纂
さ
れ
た
水
利
規
定
集
た
る
渠
羅
申
に
現
れ
る
「
都
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総
管
鎭
國
定
雨
縣
水
碑
」
の
役
割
を
考
察
し
て
み
た
い
。

（［

j
　
明
代
隆
慶
二
年
の
水
争
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②

　
明
代
隆
慶
二
年
（
～
五
六
八
）
の
立
石
に
か
か
る
「
察
院
定
盤
判
取
水
利
碑
」
に
は
、
皇
城
県
の
豊
本
狼
に
よ
る
勢
水
石
の
除
去
に
端
を
発

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

し
た
水
争
の
経
緯
が
記
さ
れ
る
。
声
誉
瑛
は
壁
水
石
と
呼
ば
れ
る
分
水
の
為
の
石
柱
を
撤
去
し
、
さ
ら
に
水
路
内
の
凌
駕
を
行
う
こ
と
で
北
霰

渠
へ
の
流
入
量
を
増
大
さ
せ
た
。
こ
の
王
の
行
為
に
対
し
て
洪
洞
県
の
灌
概
用
水
路
管
理
者
た
る
渠
長
考
景
暉
は
碁
立
府
に
訴
状
を
提
出
し
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

の
裁
定
を
求
め
た
。
趙
城
県
知
県
徐
某
の
調
査
報
告
に
基
づ
き
、
平
感
興
は
巡
撫
山
西
監
察
御
史
宋
繧
に
以
下
の
呈
文
を
送
る
。

　
　
本
府
呈
す
ら
く
「
趙
同
知
・
胡
通
日
に
委
ね
て
會
訂
し
得
た
る
に
、
董
景
野
宿
の
告
す
る
所
の
山
泉
の
言
口
、
考
験
し
た
る
金
天
春
二
年
研
立
せ
る
碑
文

　
　
内
に
載
せ
る
軒
下
の
原
と
よ
り
定
め
た
る
分
水
の
古
碑
に
、
趙
城
縣
随
門
内
の
水
南
北
の
闊
さ
一
蓋
六
尺
｝
寸
、
深
さ
一
尺
七
寸
た
り
。
洪
洞
門
陵
門
内

　
　
の
水
東
西
の
闊
さ
六
尺
九
寸
、
深
さ
一
尺
六
寸
た
り
。
後
年
遠
に
因
り
て
、
灰
石
朽
壊
し
、
歴
年
空
淘
移
損
せ
ば
、
北
径
渠
北
岸
の
醐
石
は
水
の
衝
刷
を

　
　
被
り
て
踪
無
き
を
調
て
、
西
壁
に
原
と
立
つ
る
欄
水
石
二
尺
は
其
の
大
半
を
去
り
、
以
て
古
径
渠
分
数
に
及
ば
ざ
る
を
致
す
。
爾
縣
の
渠
長
人
等
を
拘
集

　
　
し
丈
量
せ
し
む
る
に
、
北
穫
渠
南
北
の
闊
さ
一
丈
六
尺
八
分
、
碑
文
内
に
載
す
る
に
比
し
て
多
き
こ
と
闊
さ
［
一
］
（
五
）
寸
八
分
な
れ
ば
、
石
を
用
い

　
　
て
補
醐
改
正
し
、
止
だ
碑
文
の
原
と
定
め
た
る
に
照
ら
し
闊
さ
一
二
六
尺
～
寸
と
す
。
洪
洞
縣
は
前
よ
り
少
き
こ
と
闊
さ
｝
尺
五
寸
な
れ
ば
、
狗
を
増
し

　
　
補
足
す
る
も
、
得
た
碑
文
の
原
と
定
め
た
る
に
照
ら
し
闊
さ
六
尺
九
寸
と
す
。
益
び
に
欄
水
石
を
立
つ
る
に
、
薔
に
照
ら
さ
ば
闊
さ
工
尺
な
れ
ど
も
、
傍

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
シ
ズ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

　
　
お
洪
洞
縣
多
き
こ
と
深
さ
三
寸
な
る
を
將
っ
て
、
砺
を
蟄
め
て
止
だ
深
さ
一
尺
七
寸
と
す
る
等
の
因
、
具
呈
鍬
弄
す
。
」

平
素
府
が
現
状
の
調
査
に
あ
た
り
第
～
に
参
照
し
た
も
の
こ
そ
、
立
代
天
春
二
年
の
「
都
総
管
鎭
國
掃
海
溢
水
碑
」
中
に
記
さ
れ
る
北
感
果
暦

　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

五
年
の
数
値
で
あ
っ
た
。
実
際
の
測
量
デ
ー
タ
を
碑
刻
の
記
載
内
容
と
照
ら
し
合
わ
せ
、
そ
の
数
値
を
基
に
平
陽
府
は
引
水
路
ロ
の
幅
の
復
元
、

お
よ
び
南
樫
渠
へ
の
流
入
量
を
増
大
さ
せ
る
欄
水
石
の
再
設
置
に
よ
る
問
題
の
解
決
を
目
指
す
の
で
あ
る
。
そ
の
方
法
と
し
て
は
、
石
材
を
用

い
て
亜
麻
渠
を
補
強
す
る
こ
と
で
引
水
路
口
の
幅
を
減
少
さ
せ
、
南
窪
渠
へ
の
流
入
量
を
増
加
さ
せ
て
慶
暦
年
間
の
数
値
に
近
づ
け
る
こ
と
と
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す
る
。
さ
ら
に
欄
水
石
の
再
設
置
に
あ
た
っ
て
は
調
査
時
に
お
け
る
南
測
量
の
水
深
が
「
都
総
身
翌
翌
定
爾
縣
水
里
」
中
の
デ
ー
タ
と
比
較
し

て
三
寸
増
し
て
い
た
た
め
、
そ
の
分
を
差
し
引
い
て
一
尺
七
寸
の
石
柱
を
用
い
る
と
す
る
。

　
当
時
、
引
水
路
口
の
幅
は
北
径
渠
で
は
灌
概
用
水
の
浸
食
に
よ
っ
て
そ
の
側
面
が
削
ら
れ
、
慶
暦
年
間
の
数
値
と
比
較
し
て
一
尺
八
分
の
広

が
り
を
見
せ
て
い
た
。
引
水
路
口
幅
の
拡
大
に
よ
る
北
国
渠
流
入
量
の
増
加
と
い
う
事
態
と
は
逆
に
南
橿
渠
流
入
量
は
減
少
し
、
水
流
の
弱
ま

っ
た
南
覆
髄
の
幅
は
旧
時
に
比
し
て
一
尺
五
寸
も
の
縮
小
が
見
ら
れ
た
。
さ
ら
に
南
霊
渠
へ
の
流
入
量
を
増
加
さ
せ
る
為
に
設
置
さ
れ
た
欄
水

石
が
同
じ
く
水
流
の
浸
食
に
よ
っ
て
そ
の
機
能
を
低
下
さ
せ
て
い
た
こ
と
も
、
南
平
渠
流
入
量
の
減
少
の
原
因
と
な
っ
た
と
考
え
得
る
。

　
平
陽
府
の
上
呈
を
受
け
た
監
察
御
史
罷
業
は
批
文
を
下
し
「
都
督
管
鎭
國
二
七
縣
水
金
」
の
記
載
に
準
拠
し
て
、
引
水
路
口
の
深
さ
・
闊
さ

を
補
正
し
、
欄
水
石
を
修
復
せ
ん
こ
と
を
命
じ
る
。
さ
ら
に
そ
の
費
用
は
学
院
の
労
銀
罪
業
よ
り
支
給
さ
れ
、
工
事
終
了
の
後
の
報
告
が
求
め

　
　
⑦

ら
れ
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
筆
答
暉
は
こ
の
裁
定
に
対
し
て
不
服
の
意
を
表
し
、
＝
月
初
三
日
に
至
り
再
び
欝
欝
に
再
調
査
を
求
め
る
。
こ
れ
を
受
け

て
平
陽
府
は
再
度
実
際
の
状
況
を
調
査
す
る
と
と
も
に
、
南
北
両
翼
の
渠
長
に
水
争
の
原
因
を
問
い
た
だ
す
。

　
　
爾
渠
渠
長
に
近
来
屡
屡
相
い
畢
う
の
謂
い
や
何
か
ん
を
審
ぬ
る
に
及
び
、
各
お
の
稻
す
ら
く
「
原
よ
り
闊
狭
・
浅
深
を
争
う
無
く
、
止
だ
禁
令
に
遵
わ
ず

　
　
し
て
、
毎
に
私
か
に
開
淘
を
行
う
に
因
り
て
、
故
に
紛
紛
と
告
諭
す
る
の
み
。
看
心
す
る
に
若
し
私
か
に
開
淘
を
行
う
の
事
無
か
れ
ば
、
則
ち
奮
規
一
定

　
　
に
し
て
、
決
し
て
相
い
争
う
無
し
。
今
磐
石
を
撤
去
し
、
依
然
と
し
て
醤
の
如
か
ら
し
め
ば
、
此
れ
正
に
無
事
絶
景
す
る
所
の
良
法
を
行
う
な
り
。
但
だ

　
　
門
限
石
は
碑
文
載
せ
ざ
れ
ば
、
今
吾
れ
を
去
る
も
洪
洞
の
人
熱
に
詞
無
し
。
焦
れ
ど
も
欄
水
石
は
則
ち
碑
文
の
原
よ
り
有
す
る
所
の
者
な
れ
ば
、
恐
る
ら

　
　
く
は
後
日
侃
お
復
た
争
許
し
、
趙
城
の
人
決
し
て
從
う
に
肯
ん
ぜ
ず
し
て
、
適
に
多
事
の
端
を
滋
ん
に
す
。
合
に
詳
允
の
日
を
候
ち
て
爾
縣
に
於
い
て
各

　
　
お
の
石
碑
一
通
を
立
て
、
以
て
後
詞
を
杜
ぐ
べ
き
や
な
き
や
。
爾
河
相
い
安
ん
じ
、
宮
兵
も
亦
た
倶
に
聖
な
る
に
庶
し
。
」
董
景
暉
を
將
っ
て
取
問
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

　
　
罪
犯
具
招
す
。
呈
饗
す
る
に
、
蒙
け
た
る
批
に
「
董
崇
暉
は
擬
に
依
り
て
墜
落
せ
よ
。
二
石
倶
に
去
ら
ば
、
誠
に
爾
便
の
道
な
り
。
」
と
。

南
北
両
議
長
の
言
に
よ
れ
ば
、
今
圓
の
水
争
の
原
因
は
引
水
路
口
の
幅
、
水
深
の
問
題
で
は
な
く
、
水
利
規
定
を
遵
守
せ
ず
、
勝
手
に
引
水
路
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の
開
道
・
湊
深
を
行
う
な
ど
の
違
反
行
為
を
行
う
こ
と
に
あ
り
、
よ
っ
て
禁
例
に
違
反
す
る
勝
手
な
用
水
路
の
開
導
、
湊
風
と
い
う
行
為
を
防

止
す
れ
ば
、
従
来
の
規
定
は
遵
守
さ
れ
、
水
争
の
勃
発
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
る
と
す
る
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
平
陽
府
は
門
限
石
・
欄
水
石
の
霞
石
を
と
も
に
撤
去
す
る
こ
と
で
両
県
に
公
平
な
処
理
を
期
す
る
が
、
こ
こ
で
さ
ら
に
別
の

問
題
が
浮
上
す
る
。
門
限
石
に
関
し
て
は
「
都
血
管
鎭
國
定
爾
縣
二
幅
」
中
に
記
載
さ
れ
な
い
た
め
、
撤
去
を
行
っ
た
と
し
て
も
洪
洞
県
側
か

ら
の
異
議
申
し
立
て
が
起
こ
る
可
能
性
は
な
い
。
こ
れ
に
対
し
て
、
欄
水
石
は
当
該
碑
文
中
に
そ
の
詳
細
が
記
さ
れ
て
お
り
、
も
し
今
撤
去
し

た
と
し
て
も
後
日
再
び
洪
洞
県
側
が
碑
刻
の
記
載
に
依
拠
し
て
欄
水
石
を
再
設
置
し
よ
う
と
す
れ
ば
、
趙
城
県
側
は
こ
れ
を
了
承
せ
ず
必
ず
や

水
争
の
原
因
と
な
る
。
そ
こ
で
今
二
石
を
撤
去
す
る
に
際
し
て
、
両
県
に
石
碑
一
基
づ
つ
を
立
石
し
、
今
回
の
裁
定
結
果
を
承
諾
し
た
旨
を
明

示
す
べ
き
で
あ
る
と
提
言
す
る
の
で
あ
る
。

　
今
回
の
裁
定
結
果
に
よ
り
、
門
限
石
・
欄
水
石
の
二
丈
が
共
に
撤
玄
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
被
告
た
る
趙
城
県
の
王
廷
狼
が
行
っ
た
勢
水
石

の
撤
去
に
対
し
て
は
何
ら
罪
を
問
わ
れ
る
こ
と
な
く
、
逆
に
告
発
人
た
る
洪
洞
県
の
董
景
暉
は
罪
に
問
わ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
の
裁
定
結

果
は
、
門
限
石
の
撤
去
の
例
と
同
様
に
、
勢
水
石
に
関
す
る
規
定
が
存
在
し
な
い
、
或
い
は
存
在
し
た
と
し
て
も
明
文
化
さ
れ
て
い
な
か
っ
た

と
い
う
理
由
に
依
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
水
争
の
調
停
に
あ
た
り
平
鹿
府
が
第
～
に
行
っ
た
行
為
は
「
都
総
管
鎭
國
定
爾
欝
血
碑
」
中
に
記
さ
れ
る
デ
ー
タ
と
現
状
と
の
比
較
で
あ
り
、

そ
こ
で
得
ら
れ
た
数
値
を
基
に
修
復
措
置
を
実
施
せ
ん
と
す
る
姿
勢
か
ら
は
、
調
停
の
基
華
を
「
都
煙
管
鎭
國
定
爾
縣
水
量
」
に
置
く
認
識
が

読
み
と
れ
る
。
ま
た
、
今
回
の
裁
定
結
果
は
最
終
的
に
二
石
の
撤
去
と
い
う
措
置
に
落
ち
着
く
こ
と
と
な
っ
た
が
、
以
後
の
洪
洞
県
側
に
よ
る

「
都
総
管
鎭
國
定
雨
垂
水
量
」
に
依
拠
し
た
欄
水
石
の
再
設
置
が
危
惧
さ
れ
た
こ
と
は
、
当
該
碑
刻
の
記
載
内
容
こ
そ
が
奮
闘
用
水
利
用
戸
の

用
水
利
用
に
関
す
る
最
も
重
要
か
つ
根
本
的
な
基
準
で
あ
り
続
け
た
こ
と
を
意
味
し
よ
う
。
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証1藤を共言同夢害オく禾U石卑謬珍　（勇二黒）

（
二
）
　
「
南
震
渠
珊
」
の
修
紐

　
「
都
総
管
鎭
國
定
爾
縣
水
碑
」
の
録
文
を
収
録
す
る
『
洪
二
幅
水
利
志
補
』
は
、
洪
洞
県
に
お
け
る
各
二
道
別
の
渠
柵
を
集
成
し
た
も
の
で

あ
る
。
森
田
明
氏
に
よ
れ
ば
渠
柵
と
は
灌
概
用
水
の
利
用
に
関
わ
る
各
種
規
定
、
所
謂
渠
規
を
取
り
ま
と
め
た
も
の
で
あ
り
、
各
華
道
（
用
水

路
）
ご
と
に
個
別
の
渠
冊
が
存
在
し
た
。
但
し
、
現
存
す
る
渠
珊
は
極
め
て
限
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
地
方
志
等
に
断
片
的
に
記
載
さ
れ
る
に

　
　
　
　
　
　
　
⑨

過
ぎ
な
い
と
さ
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
洪
洞
県
に
お
け
る
各
渠
冊
は
『
洪
洞
縣
水
利
直
道
』
中
に
一
括
し
て
ま
と
め
ら
れ
、
四
〇
に
も
上
る
各

面
道
そ
れ
ぞ
れ
の
渠
冊
が
収
録
さ
れ
、
詳
細
な
用
水
路
図
（
渠
図
）
が
附
さ
れ
る
な
ど
、
当
該
地
域
に
お
け
る
水
利
灌
概
問
題
を
考
察
す
る
上

で
不
可
欠
の
史
料
と
醤
え
る
。

　
『
洪
洞
縣
水
利
志
補
』
は
民
国
六
年
（
～
九
一
七
）
、
洪
洞
県
知
県
孫
薄
野
に
よ
っ
て
編
纂
さ
れ
出
版
さ
れ
た
。
冒
頭
に
附
せ
ら
れ
る
孫
の
自

序
に
よ
れ
ば
、

　
　
然
れ
ど
も
糊
か
に
以
爲
ら
く
、
若
し
難
を
畏
れ
る
に
因
り
て
筍
安
せ
ば
、
既
に
し
て
自
棄
す
る
に
隣
く
、
不
治
を
以
て
難
治
と
為
さ
ば
、
則
ち
民
を
誕
く

　
　
に
近
し
。
叢
れ
連
年
完
旱
の
時
に
謬
り
、
正
に
吾
人
の
た
め
に
以
て
切
蓋
研
究
の
會
な
り
。
是
を
以
て
一
指
案
の
粘
る
に
於
い
て
、
務
め
て
先
に
其
の
沿

　
　
革
を
詳
訥
し
、
其
の
利
弊
を
考
究
す
る
に
、
冊
例
を
微
求
し
、
碑
褐
を
捜
索
し
、
必
ず
遺
漏
無
く
し
て
後
已
む
。
其
の
形
勢
に
於
け
る
や
、
則
ち
親
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
エ
ガ
⑩

　
　
勘
べ
て
手
つ
か
ら
之
れ
を
総
く
。

知
県
と
し
て
赴
任
し
た
孫
は
水
争
の
頻
発
す
る
難
治
の
地
と
さ
れ
た
編
章
県
に
お
い
て
、
根
本
的
な
解
決
を
目
指
し
、
渠
滞
の
編
修
を
決
意
す

る
。
さ
ら
に
、
そ
の
根
本
材
料
と
し
て
明
文
化
さ
れ
た
渠
規
た
る
皇
儲
と
と
も
に
碑
刻
が
用
い
ら
れ
、
孫
自
身
に
よ
る
現
地
調
査
を
経
て
渠
冊

　
　
　
　
　
　
⑧

中
に
収
録
さ
れ
た
。
ま
た
先
に
述
べ
た
付
図
も
孫
自
身
の
手
に
な
る
も
の
で
あ
り
、
調
停
の
現
場
に
お
け
る
明
確
な
基
準
と
し
て
用
い
ら
れ
た

と
考
え
ら
れ
る
。

　
孫
の
こ
う
し
た
水
争
解
決
へ
の
姿
勢
は
実
際
の
調
停
現
場
に
お
い
て
も
発
揮
さ
れ
る
。
同
じ
く
『
洪
洞
縣
水
利
黒
海
』
の
冒
頭
に
記
さ
れ
る
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現
地
洪
洞
県
の
人
単
身
の
序
文
中
に
お
い
て
、
「
公
　
平
心
に
し
て
以
て
掛
れ
を
察
し
、
實
地
に
て
以
て
与
れ
を
勘
べ
、
復
た
湿
れ
を
狂
う
る

に
、
渠
珊
を
以
て
曇
れ
を
謹
け
、
碑
爾
を
以
て
憧
れ
を
求
む
。
」
と
あ
り
、
実
際
の
水
争
調
停
に
当
た
っ
て
孫
は
実
地
調
査
を
も
と
に
そ
の
是

非
を
判
断
し
、
渠
冊
及
び
碑
刻
資
料
に
そ
の
根
拠
を
求
め
た
と
記
さ
れ
る
。

　
『
洪
洞
縣
水
利
志
補
』
中
に
は
挙
世
を
利
用
し
た
灌
概
用
水
と
し
て
、
南
流
渠
及
び
そ
の
支
渠
た
る
小
霊
渠
、
清
水
渠
、
副
穫
渠
の
渠
冊
が

　
　
　
　
⑫

収
録
さ
れ
る
。
そ
の
内
、
「
南
震
渠
偶
」
は
清
代
雍
正
三
年
（
一
七
二
五
）
に
編
纂
さ
れ
た
が
、
こ
の
二
幅
は
雍
正
二
年
に
お
け
る
水
争
の
勃
発

に
対
応
し
て
開
始
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
同
じ
く
雍
正
二
年
の
水
争
の
結
果
、
鉄
柵
を
設
置
し
て
三
七
分
の
割
合
で
分
水
を
行
う
こ

と
と
な
る
が
、
そ
の
経
緯
を
記
す
雍
正
四
年
立
石
の
「
建
雀
渠
分
水
鐵
柵
碑
」
及
び
同
年
立
石
の
「
山
西
洪
洞
警
急
山
泉
碑
」
に
記
さ
れ
る
歴

代
の
径
水
灌
概
事
業
に
関
わ
る
詳
細
な
内
容
は
、
「
南
北
要
言
」
馬
柵
の
際
に
得
ら
れ
た
情
報
を
も
と
に
記
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
こ
の
相
次
い
で
引
き
起
こ
さ
れ
る
水
争
に
歯
止
め
を
か
け
る
た
め
に
作
成
さ
れ
た
「
爾
翠
嵐
研
」
の
冒
頭
に
記
さ
れ
る
も
の
こ
そ
、
金
天
春

二
年
「
都
総
管
鎭
國
定
爾
縣
水
碑
」
に
他
な
ら
な
い
。
同
渠
冊
中
に
は
当
該
碑
刻
録
文
に
続
い
て
、

　
　
再
び
上
の
水
例
條
一
本
を
抄
写
す
る
を
行
い
、
後
再
び
南
麻
薬
禁
口
の
石
椿
一
条
を
整
理
す
る
を
要
し
、
已
に
前
後
争
告
せ
る
公
事
内
の
詞
圏
を
看
て
理

　
　
　
　
　
⑬

　
　
會
施
行
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

と
あ
っ
て
、
「
航
送
管
鎭
國
定
繭
無
水
碑
」
の
付
文
を
収
録
す
る
と
と
も
に
、
南
霊
渠
鼻
口
に
置
か
れ
た
石
椿
上
の
刻
文
を
収
録
し
、
歴
代
水

争
の
経
緯
を
記
載
す
る
。

　
ま
ず
唐
代
貞
元
年
間
に
お
け
る
霊
渠
利
用
に
か
ら
む
水
争
の
経
緯
が
記
さ
れ
、
続
け
て
、

　
　
鞘
か
に
見
え
ら
く
、
平
陽
府
の
鯉
山
　
震
水
の
聖
水
有
り
て
、
十
分
を
以
て
率
と
爲
し
、
三
七
も
て
均
分
す
。
趙
城
は
水
七
分
を
得
、
北
覆
泉
渠
と
名
つ

　
　
く
。
洪
洞
縣
は
水
三
分
を
得
て
、
名
づ
け
て
南
鷹
峯
渠
と
爲
す
。
墨
流
絶
う
る
無
く
、
其
の
爾
縣
の
人
民
は
皆
な
澆
概
の
利
に
頼
り
、
共
に
一
百
三
十
村

　
　
蕪
、
計
一
千
七
百
四
十
七
戸
を
灌
す
。
該
の
水
田
地
は
九
百
六
十
四
頃
一
十
七
畝
八
分
、
水
理
磨
四
十
五
輪
を
動
か
す
。
続
く
大
朝
土
倉
よ
り
、
渠
條
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

　
　
置
立
す
。
本
渠
の
一
十
三
村
大
小
溝
・
総
地
土
・
使
水
の
三
期
。
…
…
（
中
略
）
…
…
天
春
二
年
六
月
　
日
都
鎭
國
定
む
。
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右
記
箇
所
の
冒
頭
部
分
は
灌
概
用
水
使
用
戸
数
、
蒔
直
面
積
、
水
車
数
な
ど
の
点
か
ら
み
て
、
明
ら
か
に
「
総
総
昏
乱
國
定
爾
認
証
碑
」
申
に

お
け
る
北
墨
譜
麿
年
間
の
記
事
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
。
よ
っ
て
こ
の
記
載
に
続
く
「
続
く
大
朝
玄
武
よ
り
」
以
下
は
罪
代
の
事
例
を
述
べ
た

も
の
と
み
な
し
得
る
。

　
そ
こ
に
は
「
本
堂
の
一
十
三
村
大
小
溝
・
総
地
土
・
使
水
の
日
期
」
に
関
わ
る
各
種
規
定
が
記
載
さ
れ
、
用
水
路
の
管
理
に
当
た
る
渠
長
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

選
出
、
毎
月
四
日
毎
の
水
門
の
開
放
、
使
水
規
定
違
反
者
に
対
す
る
罰
則
が
明
記
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、
土
地
面
積
に
応
じ
た
夫
役
充
当
人
数
、

各
類
水
路
の
数
及
び
規
模
が
箇
条
書
き
で
記
さ
れ
る
が
、
そ
の
末
尾
に
は
「
天
春
二
年
六
月
　
日
置
鎭
國
定
む
」
と
記
さ
れ
、
こ
れ
ら
各
種
規

定
が
天
春
二
年
六
月
時
点
に
お
い
て
都
心
管
亡
国
上
将
軍
完
顔
謀
総
締
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
と
す
る
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
本
来
慣
習
法
と
し
て
継
承
さ
れ
る
と
い
う
水
利
規
定
の
持
つ
性
格
か
ら
判
断
す
れ
ば
、
当
該
渠
規
を
そ
の
ま
ま
天
春
二
年

時
の
規
定
と
素
直
に
受
け
止
め
る
こ
と
に
は
抵
抗
が
あ
る
。
ま
た
、
渠
門
中
に
現
れ
る
語
彙
、
並
び
に
箇
条
書
き
に
て
示
さ
れ
る
罰
則
規
定
な

ど
は
、
他
の
渠
柵
中
の
用
例
と
比
較
し
て
も
ほ
と
ん
ど
差
異
が
見
ら
れ
な
い
。
従
っ
て
渠
冊
中
に
記
さ
れ
る
罰
則
規
定
も
恐
ら
く
は
修
冊
当
時

の
状
況
、
す
な
わ
ち
雍
正
年
聞
の
通
行
規
定
を
反
映
す
る
も
の
で
あ
る
と
轡
え
よ
う
。

　
で
は
、
何
故
に
金
気
天
春
二
年
時
の
規
定
と
し
て
渠
意
中
に
記
載
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
慣
行
と
し
て
継
承
さ
れ
た
水
利

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

規
定
は
途
中
当
時
の
実
情
に
合
わ
せ
て
変
更
が
加
え
ら
れ
た
が
、
こ
う
し
た
変
更
の
際
に
も
、
や
は
り
依
拠
す
べ
き
基
準
と
な
っ
た
の
は
当
時

現
存
す
る
最
古
の
規
定
で
あ
る
「
宵
寝
管
夢
心
定
爾
豊
水
碑
」
の
記
載
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
各
自
が
そ
れ
ぞ
れ
に
碑
豊
中
の
記
載
を
引

用
し
、
そ
こ
に
依
拠
す
べ
き
判
断
を
求
め
た
の
で
あ
る
。
明
代
の
事
例
で
も
明
ら
か
で
あ
る
よ
う
に
、
碑
碑
面
に
記
載
さ
れ
な
い
事
柄
に
対
し

て
は
、
異
議
申
し
立
て
を
行
う
こ
と
す
ら
で
き
な
い
と
い
う
状
況
は
、
灌
概
用
水
の
利
用
に
あ
た
っ
て
の
本
来
あ
る
べ
き
姿
を
伝
え
る
「
都
総

出
鎭
國
定
爾
野
水
碑
」
の
極
め
て
重
要
な
役
割
を
示
す
も
の
で
あ
り
、
そ
の
規
定
力
が
後
世
に
ま
で
生
き
て
い
た
こ
と
を
物
語
る
。
使
水
戸
は

「
都
総
管
増
置
定
爾
二
水
碑
扁
に
依
拠
す
る
こ
と
で
自
ら
の
正
当
性
を
主
張
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
の
で
あ
り
、
ま
た
官
司
の
調
停
・
裁

定
も
当
該
碑
刻
の
記
載
を
そ
の
判
断
基
準
と
す
る
な
ど
、
全
て
の
基
準
は
天
春
二
年
時
に
求
め
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
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本
章
に
お
い
て
明
・
清
代
に
お
け
る
「
都
総
早
早
國
定
爾
縣
水
碑
」
の
役
割
を
述
べ
て
き
た
が
、
こ
れ
ら
の
時
代
に
お
い
て
も
当
該
碑
刻
が

霧
早
藤
概
用
水
利
用
に
関
す
る
最
も
根
本
的
な
規
定
で
あ
り
え
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
り
、
本
章
冒
頭
で
述
べ
た
『
山
西
各
縣
名
勝
古
蹟
古
物

調
査
表
』
が
編
纂
さ
れ
た
民
国
二
〇
年
時
点
に
お
い
て
も
、
引
き
続
き
当
該
碑
文
が
水
争
の
裁
定
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
得
る
可
能
性
は
十

分
に
あ
り
得
た
と
言
え
よ
う
。

100 （！00）

①
　
碑
記
解
決
洪
趙
汚
毒
孚
水
事
。
朝
散
大
夫
少
府
少
無
実
平
陽
府
判
官
楊
丘
行
撰
、

　
平
陽
府
押
歯
官
喬
木
二
二
題
額
。
題
都
組
管
鎭
國
定
爾
縣
水
脚
十
字
。
査
洪
趙
爾

　
縣
争
水
、
常
依
託
此
碑
爲
垂
範
。

②
前
掲
第
…
章
註
②
左
慧
元
著
書
九
五
一
九
六
頁
。

③
分
水
地
点
に
設
置
さ
れ
た
壁
水
石
に
関
す
る
明
確
な
記
載
は
な
い
が
、
趙
城
県

　
の
王
廷
瑛
に
よ
っ
て
撤
去
さ
れ
た
結
果
、
趙
城
県
に
八
分
、
洪
洞
県
に
二
分
の
割

　
合
で
分
水
が
な
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
南
霊
渠
側
へ
の
流
入
量
増
大

　
の
為
に
設
置
さ
れ
た
欄
水
石
と
同
様
の
働
き
を
し
た
こ
と
が
分
か
る
Q

④
劇
毒
、
字
は
伯
敬
、
河
南
商
丘
の
入
、
無
駄
三
八
年
の
進
士
。
噸
明
史
臨
巻
二

　
二
四
に
立
端
さ
れ
る
が
、
由
西
騰
察
御
史
夜
営
中
に
お
け
る
水
争
裁
定
の
事
跡
は

　
記
載
さ
れ
な
い
。

⑤
　
本
府
量
「
委
趙
同
知
四
通
雷
鳴
勘
得
、
藪
景
灘
等
所
告
山
泉
儲
口
、
考
験
金
天

　
春
二
年
取
立
碑
文
誤
載
爾
墨
継
定
分
水
古
碑
、
趙
二
幅
陵
門
内
水
南
北
騰
一
丈
六

　
尺
「
寸
、
深
…
尺
七
寸
。
洪
澗
…
縣
…
陵
凹
口
内
水
繭
果
西
…
醐
六
欄
八
九
寸
、
深
　
尺
六
寸
。

　
後
因
年
遠
、
灰
石
朽
壊
、
歴
年
空
淘
移
損
、
將
北
覆
渠
北
岸
砺
石
被
水
衝
刷
無
踪
、

　
酒
壁
原
立
欄
水
石
二
尺
去
其
大
半
、
上
品
南
雀
羅
不
及
分
数
。
拘
集
璽
下
働
長
人

　
等
丈
量
、
牝
霜
渠
南
北
闊
一
叢
六
尺
八
分
、
此
碑
文
内
載
多
闊
［
二
（
五
）
寸

　
八
分
、
　
㎜
回
覧
斜
鼻
改
正
、
止
昭
…
碑
文
原
｛
疋
闊
一
丈
よ
ハ
尺
一
寸
。
洪
洞
爺
晶
剛
少
闊
｝

　
尺
五
寸
、
増
醐
補
足
、
亦
照
碑
文
原
定
陽
六
尺
九
寸
。
並
立
欄
水
石
、
照
蕎
閥
二

　
尺
、
伍
將
洪
洞
縣
多
深
三
寸
、
塾
醐
血
深
一
尺
七
寸
等
因
、
具
語
源
詳
。
」

⑥
こ
こ
で
「
都
総
管
鎭
國
定
爾
縣
水
碑
」
中
の
魔
羅
碑
の
デ
ー
タ
を
引
拝
す
る
こ

　
と
か
ら
は
、
よ
り
古
い
デ
ー
タ
こ
そ
を
準
拠
す
べ
き
も
の
と
す
る
幽
時
の
認
識
が

　
窺
わ
れ
る
。
倶
し
、
慶
暦
碑
を
直
接
引
用
し
な
い
こ
と
は
、
既
に
述
べ
た
様
に
隆

　
慶
二
年
の
時
点
に
お
い
て
も
は
や
慶
暦
碑
が
失
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
す
も
の
で

　
あ
ろ
う
。

⑦
蒙
批
深
、
購
、
欄
水
石
倶
照
碑
文
改
正
補
立
、
灰
石
匠
作
工
費
、
於
爾
縣
積
綜

　
本
院
腰
桶
罪
米
三
七
道
支
、
事
完
具
数
緻
。
蒙
此
遵
依
行
令
、
洪
洞
・
趨
城
二
縣

　
修
完
回
報
詑
。

⑧
　
及
審
爾
渠
艦
長
近
來
屡
屡
相
輪
黒
髭
、
各
面
「
原
無
界
三
倍
・
淺
深
、
止
因
不

　
遵
禁
例
、
毎
私
行
開
淘
、
故
紛
紛
告
擾
。
看
來
若
無
私
行
続
審
申
事
、
則
葱
規
　

　
定
、
決
無
相
孚
。
今
撤
去
二
棟
、
依
然
如
薔
、
此
正
行
所
無
事
息
争
之
良
法
也
。

　
但
門
限
石
碑
文
不
載
、
今
去
之
洪
洞
之
人
巳
無
詞
夷
。
而
欄
水
石
則
碑
文
所
原
有

　
者
、
恐
後
日
価
復
宰
立
、
趙
城
之
人
決
不
肯
從
、
適
滋
多
事
之
端
。
合
壁
候
詳
允

　
狸
爺
麹
漬
各
自
石
碑
一
通
、
以
早
取
詞
。
庶
藤
里
相
図
、
官
兵
亦
倶
便
夷
。
扁
將

　
董
県
蝿
取
問
、
罪
犯
具
招
。
墨
詳
蒙
批
、
「
董
景
暉
依
擬
獲
落
。
二
三
倶
去
、
誠

　
爾
便
之
道
也
。
篇

⑨
前
掲
は
じ
め
に
註
④
森
田
一
九
七
七
A
、
一
七
頁
。

⑩
籟
以
爲
若
因
畏
難
而
筍
安
、
既
隣
於
自
棄
、
以
不
治
爲
難
治
、
則
早
薬
誕
民
。

　
値
蘇
連
年
充
皐
二
時
、
正
與
吾
人
以
切
語
研
究
之
會
。
是
以
於
一
渠
案
之
來
、
務

　
海
雲
訥
其
沿
革
、
考
究
其
利
弊
、
徴
求
器
例
、
捜
索
碑
褐
、
必
用
遺
漏
青
目
已
。

　
於
其
形
勢
也
、
則
親
勘
而
手
絡
之
。

⑪
前
掲
は
じ
め
に
註
④
森
田
一
九
七
七
A
、
二
九
－
三
〇
頁
。



⑫
明
洪
洞
縣
水
利
志
補
葱
の
記
載
に
依
れ
ば
、
南
創
唱
の
支
署
た
る
小
戸
渠
の
開

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ

　
盤
時
期
は
北
宋
慶
暦
六
年
、
蘭
霊
渠
は
明
無
暗
三
五
年
、
渚
水
渠
は
未
詳
と
さ
れ

　
る
。
北
霧
渠
は
趙
城
県
内
を
流
れ
る
た
め
、
雨
装
洞
縣
水
利
兼
補
袖
中
に
は
記
載

　
さ
れ
な
い
。

⑬
　
鷺
苔
抄
爲
牌
上
水
例
條
一
本
、
後
再
要
整
理
南
霊
聡
慧
日
石
椿
一
條
、
看
已
前

　
後
魯
告
公
事
内
詞
因
理
會
施
行
。

⑭
　
　
『
洪
洞
縣
水
利
志
補
撫
南
雅
渠
冊
中
に
お
い
て
は
、
当
該
漏
刻
の
タ
イ
ト
ル
は

　
「
都
曲
管
鎭
國
定
爾
縣
水
牌
」
と
記
さ
れ
る
。
森
面
明
氏
に
よ
れ
ば
、
灌
概
用
水

　
の
利
用
に
当
た
り
、
木
牌
（
水
牌
）
と
呼
ば
れ
る
各
水
戸
へ
の
配
水
日
時
の
罰
当

　
｝
覧
を
記
載
し
た
木
板
を
固
送
し
、
不
正
な
使
水
の
予
防
と
摘
発
に
備
え
た
と
さ

　
れ
る
。
当
該
碑
文
が
水
牌
上
に
記
さ
れ
て
い
た
と
も
考
え
ら
れ
よ
う
。
前
掲
註
④

　
森
田
一
九
七
八
参
照
。

⑮
南
覆
渠
禁
口
の
石
椿
に
関
し
て
は
詳
細
は
不
明
で
あ
る
が
、
以
下
の
内
容
（
或

　
い
は
そ
の
一
部
）
が
刻
石
さ
れ
て
い
た
と
考
え
得
る
。

⑯
薦
見
、
論
難
府
晋
山
論
議
泉
聖
水
、
以
十
分
爲
率
、
三
七
均
分
。
趙
城
得
水
七

　
分
、
名
北
霊
泉
渠
。
洪
澗
縣
得
水
三
分
、
名
爲
南
震
泉
渠
。
澤
流
壮
絶
、
其
爾
縣

　
人
民
皆
頼
澆
概
之
利
、
共
瀧
｝
百
三
十
村
庄
、
計
一
千
七
百
四
十
七
戸
。
該
水
田

　
地
九
百
六
十
四
頃
一
十
七
畝
八
分
置
動
水
醸
磨
四
十
五
輪
。
績
自
大
朝
登
基
、
置

　
轟
並
渠
條
。
本
源
木
｝
十
｝
二
村
大
小
溝
・
纏
習
地
土
・
黒
暗
水
R
品
期
。
：
：
：
天
春
二
年
論
ハ
門
月

　
日
都
鎭
國
定
。

⑰
長
文
の
為
、
本
稿
に
て
は
省
略
。
峨
洪
盲
壁
水
利
志
補
剛
所
収
「
南
震
渠
珊
」

　
参
照
。

⑱
本
来
慣
行
と
し
て
遵
守
さ
れ
る
と
い
う
性
質
の
水
利
規
定
は
、
そ
の
時
々
に
お

　
い
て
増
補
・
削
除
が
な
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
、
各
纂
項
成
立
の
時
期
を
判
別
す
る

　
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

結
び
に
か
え
て

山西洪洞県水利碑考（井黒）

　
こ
れ
ま
で
見
て
き
た
様
に
、
よ
り
古
い
規
定
に
準
拠
点
を
求
め
る
と
い
う
慣
習
と
し
て
の
水
利
規
定
の
性
質
に
よ
っ
て
、
「
都
総
額
鎭
國
定

爾
縣
水
温
」
の
記
載
内
容
は
各
自
の
論
拠
と
し
て
利
用
さ
れ
続
け
、
王
朝
交
替
に
も
左
右
さ
れ
る
こ
と
な
く
後
世
へ
の
規
定
力
を
有
し
続
け
た

こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
こ
れ
は
本
来
的
に
旧
来
の
規
定
を
保
持
し
よ
う
と
す
る
関
係
者
の
意
志
に
基
づ
く
も
の
で
あ
り
、
当
該
地
域
に
関

し
て
は
洪
洞
県
に
三
分
、
趙
城
県
に
七
分
と
い
う
分
水
割
合
は
変
更
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
一
〇
〇
〇
年
以
上
に
も
亘
っ
て
継
承
さ
れ
た
の
で
あ

る
。　

最
後
に
こ
れ
ま
で
言
及
し
な
か
っ
た
当
該
碑
刻
を
巡
る
疑
問
点
に
関
し
て
述
べ
て
み
た
い
。
「
都
導
管
鎭
國
定
爾
縣
水
碑
」
録
文
を
収
め
る

『
山
右
石
刻
叢
編
』
に
お
い
て
は
そ
の
所
在
地
を
「
今
期
陽
府
に
在
り
」
と
し
、
胡
聴
之
の
目
狂
し
た
碑
刻
が
当
時
平
陽
府
府
衙
に
置
か
れ
た
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も
の
で
あ
る
と
す
る
。
ま
た
、
近
年
出
版
さ
れ
た
『
黄
河
金
石
録
』
中
に
お
い
て
は
、
「
碑
、
今
山
西
洪
洞
県
広
勝
寺
に
立
存
す
。
」
と
記
さ
れ

る
こ
と
か
ら
、
分
水
処
に
立
て
ら
れ
た
も
う
一
方
の
石
碑
（
水
神
廟
議
壁
の
鯨
取
、
す
な
わ
ち
筆
者
が
目
諸
し
得
た
も
の
）
を
写
し
た
も
の
で
あ
る

こ
と
が
分
か
る
。
つ
ま
り
両
説
に
収
録
さ
れ
る
碑
文
は
そ
れ
ぞ
れ
別
の
碑
刻
か
ら
写
し
取
ら
れ
た
も
の
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
加
え
て
こ
の
二
碑
に
関
し
て
は
『
山
西
各
縣
名
勝
古
蹟
古
物
調
査
表
』
中
に
お
い
て
も
「
名
称
　
磐
城
洪
洞
水
利
碑
、
時
代
”
金
天
春
二
年

六
月
、
五
識
”
蕾
官
許
府
騰
馬
」
、
「
名
称
”
都
総
管
選
集
漫
雨
陸
水
碑
、
時
代
”
金
天
春
二
年
六
月
、
地
趾
”
広
勝
下
寺
」
と
記
載
さ
れ
、
民

国
二
〇
年
時
点
に
お
い
て
両
碑
刻
の
現
存
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
両
金
文
に
は
明
ら
か
に
奇
妙
な
一
致
が
存
在
す
る
。
『
山
右
石
刻
叢
編
』
所
載
の
録
文
中
に
は
、
い
く
つ
か
の
欠
宇

が
見
ら
れ
る
。
ま
た
、
筆
者
の
目
賭
し
た
広
勝
寺
水
神
廟
の
碑
刻
は
中
央
よ
り
左
右
・
下
方
向
に
断
裂
し
て
い
る
が
、
こ
の
『
山
右
石
刻
望

事
幅
の
欠
字
部
分
が
完
全
に
水
神
廟
碑
の
断
裂
部
分
と
合
致
す
る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
碑
文
三
〇
行
目
の
言
偏
の
み
の
が
確
認
で
き
る
文
字

（
録
文
中
［
訟
］
）
は
、
現
存
す
る
水
神
廟
碑
に
お
い
て
も
肇
部
分
が
網
落
し
て
お
り
、
同
じ
く
雷
偏
の
み
し
か
確
認
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　
つ
ま
り
、
胡
聰
之
が
『
山
右
石
刻
叢
編
』
に
移
録
し
た
と
す
る
平
陽
府
に
置
か
れ
た
漏
刻
と
水
神
廟
に
現
存
す
る
碑
刻
は
同
一
の
箇
所
が
断

裂
し
、
さ
ら
に
同
一
箇
所
が
剥
落
す
る
の
で
あ
る
。
よ
ほ
ど
の
偶
然
で
も
な
い
か
ぎ
り
、
別
々
の
場
所
に
置
か
れ
た
二
碑
が
同
じ
破
損
状
態
を

止
め
る
こ
と
は
考
え
に
く
い
。
こ
れ
は
胡
聴
之
が
移
録
し
た
碑
刻
こ
そ
水
神
廟
に
現
存
す
る
碑
刻
そ
の
も
の
で
あ
る
こ
と
を
意
味
し
よ
う
。

　
『
山
西
各
縣
名
勝
古
蹟
古
物
調
査
表
』
の
記
載
に
よ
る
か
ぎ
り
、
民
国
二
〇
年
以
降
の
い
ず
れ
か
の
時
点
に
お
い
て
広
勝
寺
の
悪
摺
が
失
わ

れ
、
平
陽
府
か
ら
広
勝
寺
に
も
う
一
碧
が
移
さ
れ
た
と
考
え
得
る
が
、
胡
膀
之
が
移
録
を
行
っ
た
際
の
記
録
ミ
ス
と
も
考
え
ら
れ
、
詳
細
は
不

明
で
あ
る
。
或
い
は
前
者
の
原
因
に
よ
る
も
の
で
あ
れ
ば
、
何
故
に
民
国
二
〇
年
以
降
の
段
階
で
当
時
碑
刻
を
洪
洞
県
に
移
す
必
要
が
あ
っ
た

の
か
、
当
時
に
お
い
て
も
そ
の
必
要
性
が
認
識
さ
れ
て
い
た
の
か
、
興
味
の
尽
き
な
い
問
題
で
あ
る
。

　
碑
刻
の
存
侠
は
人
為
的
な
倒
壊
・
損
傷
及
び
水
害
や
地
震
と
い
っ
た
自
然
災
害
に
大
き
く
影
響
さ
れ
、
大
半
の
碑
刻
が
こ
う
し
た
原
因
に
よ

り
失
わ
れ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
し
か
し
、
様
々
な
環
境
の
変
化
を
経
な
が
ら
な
お
現
在
も
立
ち
続
け
る
碑
刻
は
、
そ
の
現
存
が
単
に
偶
然
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性
の
み
に
左
右
さ
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
そ
れ
が
残
存
す
る
だ
け
の
意
味
を
持
ち
得
た
た
め
に
、
残
る
べ
く
、
或
い
は
残
さ
れ
る
べ
く
し
て
残

っ
た
こ
と
を
示
す
も
の
と
繕
え
よ
う
。
断
裂
し
た
「
都
導
管
鎭
平
定
薗
縣
水
碑
」
が
現
在
も
水
神
廟
内
に
立
ち
続
け
る
事
実
は
、
そ
の
必
然
性

を
雄
弁
に
物
語
る
。

門
追
記
嗣
　
本
稿
脱
稿
後
に
、
黄
竹
三
・
鵜
俊
傑
等
編
著
『
洪
洞
介
休
水
利
碑
刻
輯

録
』
（
陳
山
地
区
水
資
源
與
黒
道
社
会
調
査
史
料
集
第
三
集
、
中
華
書
局
、
二
〇
〇

三
）
が
刊
行
さ
れ
た
。
洪
洞
県
お
よ
び
介
休
県
に
現
存
す
る
水
利
碑
を
網
羅
的
に
収

録
す
る
好
著
で
あ
り
、
本
書
の
出
現
に
よ
り
今
後
水
利
碑
の
利
用
が
一
段
目
活
発
化

す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
本
書
に
収
録
さ
れ
る
「
都
総
管
鎭
國
定
爾

動
水
碑
」
録
文
（
【
原
碑
格
式
】
、
三
頁
）
に
関
し
て
は
明
ら
か
な
誤
字
及
び
改
行
の

誤
り
が
相
当
数
見
受
け
ら
れ
、
さ
ら
に
空
格
の
措
置
は
一
切
な
さ
れ
な
い
な
ど
問
題

が
多
い
。
そ
の
た
め
、
本
稿
に
お
い
て
は
敢
え
て
本
書
を
用
い
て
の
校
勘
・
参
照
を

行
わ
ず
、
追
記
す
る
に
止
め
る
。

（
京
都
大
学
研
修
員

）
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fait　la　conspirat呈on　de　la　f6te　de　l’Etre　suprame．　La　m6moh℃de　Robespierre

restreigna圭t　Ia　y60rganisation　Hbre．

Research　on　the　Stone　Tablets　Dealing　with　Water　Supply

in　the　Hongdong洪洞District　of　Shanxi山西：The　Case　of

　　　　“Du　zong　guang　zhen　guo　ding　Hang　xian　shui　bei”

　　　　都総管鎭國定爾縣水碑，from　the　Second　Year　of

　　　　　　　the　Tianjuan天春Era　of　the∫iR金．Period．

by

IGURO　Shinobu

　　The　stone　tablets　dealmg　with　water　supply　refers　to　stone　inscriptions

recording　details　of　irrigation　worl〈s　and　results　of　disputes　over　the　division　of

irrigation　watey．　These　tablets　honored　those　involved　and　memoriatized　the

project　as　well　as　stipulated　regulations　for　water　usage．

　　There　exist　at　the　Guangshengs圭広勝寺temple　in　Hongdong　Dis悟ct　in　Shanxi

many　stone　tablets　containir｝g　records　from　the　Early－Jin　to　the　Late－Qing　period

of崩e　irrigation　systen1｛br　Huoshui窪水water．　Among　these　the“Du　zong

guang　zhen　guo　dmg　tiang　xian　shui　bei”　from　the　Tianjuan　era　of　the　Jin　period
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spechied　that　seventy　percent　of　the　Huoshui　water　for　in“igatidn　was　to　go　to　the

south　and　thirty　percent　was　to　be　distributed　to　the　Rorth，　and　that　this　ratio

would　be　maintained　over　future　dynastfes．

　　These　rules　remained　in　effect　during　the　Ming　period，　as　parties　involved　in

disputes血the　Hongdong　and　Zaocheng趙城districts　rel童ed　on　the　contents　of

the　tablet　to　justify　their　actions．　And　government　offcials　rendered　judgments　on

such　conflicts　after　talcing　consideration　of　their　contents．　When　a　collection　of

regulations　related　to　the　water　supply，　juce　ktew　were　compited　in　the　Qing

period，　the　contents　of　the　tablets　were　recorded　at　the　begir｝nir｝g　of　the

coRection，　but　they　were　followed　by　detailed　rules　that　hacl　not　been　contained　in

the　Jin－period　tablets．

　　The　tablets　also　recorded　various　types　of　othcial　documents　that　were

exchanged　by　government　of且ces，　for　example£he　shen申，　die牒，2ha2i冊子，

and　shangpan上1畔。　Among　these，　shangPan　was　a　special　terln　for　a　document

whose　written　format　was　strictly　maintained，　and　whose　use　was　limited　to

the　Early－Jin　period，　In　Northem　China，　the　Yuanshuaifu元帥府was　the

highest　organ　of　government　during　the　Early－Jin　Dynasty，　having　succeeded　the

power　of　the　prime　rninister　of　the　Northern　Song，　and　it　issiled　documents　in　the

form　of　zhazi．　For　that　reason，　it　is　thought　that　when　the　newly　established

subordinate　of且ce　of　Xumiyuan櫃密院issued　documents，　the　newly　created　form

of　shangpan　was　employed．　This　well－ordered　system　of　documents　formed　the

fouRdation　for　the　rule　of　the　Jin　Dynasty　in　North　China．

　　The　stone　tablets　that　provided　the　fuRdament　rules　for　dividing　Huoshui　water

fbr　irrigation　were　erected　at　the　Pingyangfu平陽府，　the　of丘ce　charged　with

superintending　this　irrigation　systern，　and　at　the　point　where　the　water　was

divided．　As　the　tablet　erected　at　the　point　of　the　divergence　was　lost，　jt　may　be

pyesumed　M〈ely　that　the　tablet　originally　at　the　PiRgyangfu　was　moved　to　the　point

of　division．　This　demonstrates　that　this　tablet　was　actually　used　across　the

dynasties．

（141）




